
Title 中国における国際的な著作権侵害訴訟に関する国際裁判管轄及び準
拠法選択について

Sub Title International jurisdiction and applicable law of copyright infringement
in China

Author 儲, 安然(Chu, Anran)
Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科内『法学政治学論究』刊行会

Publication
year

2020

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu :
Journal of law and political studies). Vol.126, (2020. 9) ,p.267- 304 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10086101-20200915-0267

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


中国における国際的な著作権侵害訴訟に関する国際裁判管轄及び準拠法選択について

267

一
　
は
じ
め
に

二  

　
中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
国
際
裁
判
管

轄
に
つ
い
て

　
㈠
　
概
　
説

　
㈡ 

　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
規
定
及
び

学
説
上
の
解
釈

　
㈢
　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
に
関
す
る
近
時
の
裁
判
例
に
つ
い
て

　
㈣
　
検
　
討

三 

　
中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
準
拠
法
選
択

に
つ
い
て

　
㈠
　
概
　
説

　
㈡
　
現
行
法
：「
渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
」

　
㈢
　
従
来
の
裁
判
例

　
㈣
　
学
説
の
議
論

四
　
結
　
論

　
㈠
　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て

　
㈡
　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
準
拠
法
選
択
に
つ
い
て

五
　
お
わ
り
に

 

儲

　

安

然

中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る

　
国
際
裁
判
管
轄
及
び
準
拠
法
選
択
に
つ
い
て



法学政治学論究　第126号（2020.9）

268

一
　
は
じ
め
に

　
現
代
で
は
、
国
境
を
越
え
た
人
々
の
移
動
や
国
家
間
で
の
経
済
上
・
文
化
上
の
交
流
に
よ
り
、
著
作
物
の
利
用
が
世
界
的
規
模
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
科
学
技
術
の
発
展
も
予
想
で
き
な
い
ほ
ど
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
、
著
作
物
の
デ
ジ
タ
ル

化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
人
々
は
世
界
中
の
ど
こ
の
国
に
お
い
て
も
、
さ
し
た
る
手
間
を
要
せ
ず
に
他
の
国
で
発
行
さ
れ

た
著
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国
境
を
越
え
た
著
作
権
侵
害
の
事
件
が
益
々
増
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
国
家
間
で
、
著
作
権
な
い
し
知
的
財
産
権
全
体
に
対
し
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
保
護
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き

が
生
じ
た
。
そ
れ
は
主
に
著
作
権
分
野
で
は
国
際
的
な
統
一
私
法
の
制
定
と
い
う
形
で
現
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
統
一
私
法
の
典
型
的
な
成

果
と
し
て
、
十
九
世
紀
に
成
立
し
た
「
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
パ
リ
条
約
」
と
「
文
学
的
及
び
美
術
的
著
作
物
の
保
護
に
関
す
る

ベ
ル
ヌ
条
約
（
以
下
、
ベ
ル
ヌ
条
約
と
い
う
）」
並
び
に
二
十
世
紀
に
成
立
し
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
「
知
的
所
有
権
の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す
る

協
定
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
中
で
も
、「
ベ
ル
ヌ
条
約
」
が
「
無
方
式
主
義
」（
す
な
わ
ち
、
ベ
ル
ヌ
条
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
著

作
物
に
関
す
る
権
利
の
享
有
及
び
行
使
に
は
、
い
か
な
る
方
式
の
履
行
を
も
要
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）
と
「
内
国
民
待
遇
」
の
原
則
（
す
な

わ
ち
、
ベ
ル
ヌ
条
約
の
加
盟
国
の
国
民
で
あ
る
著
作
者
は
、
他
の
加
盟
国
に
お
い
て
そ
の
国
の
自
国
民
で
あ
る
著
作
者
と
同
等
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。）
を
規
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
数
国
間
で
著
作
権
の
保
護
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
確
か
に
、
ベ
ル
ヌ
条
約
制
定
当
時
は
、

条
約
で
規
定
さ
れ
た
一
般
原
則
と
幾
つ
か
の
規
定
に
よ
り
、
あ
る
程
度
は
権
利
侵
害
の
防
止
及
び
救
済
の
実
現
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か

し
現
代
に
お
い
て
は
、
単
な
る
著
作
物
の
紙
媒
体
に
よ
る
無
許
可
の
複
製
の
ほ
か
に
も
、
権
利
侵
害
の
態
様
は
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
個
別
の
事
案
に
お
い
て
、
条
約
の
規
定
に
は
含
ま
れ
な
い
問
題
点
が
、
数
多
く
生
じ
て
い
る
。
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筆
者
は
、
比
較
法
的
観
点
か
ら
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
及
び
準
拠
法
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
。
比
較
の
対
象
と
し
て
は
、
中
国
法
、
日
本
法
及
び
Ｅ
Ｕ
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
ま
ず
中
国
に
お
け

る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
及
び
準
拠
法
に
関
す
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
、
現
行
法
の
規
定
や
近
時
の
裁
判

例
や
学
説
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
中
国
法
の
法
制
度
の
解
釈
論
及
び
立
法
論
の
た
め
に
、
日
本
法

及
び
Ｅ
Ｕ
法
を
参
照
す
る
目
的
で
比
較
法
研
究
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

二
　
中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て

㈠
　
概
　
説

　
中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
規
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
、
中
国
に
お
け
る
国
際

裁
判
管
轄
規
定
の
全
体
像
に
つ
い
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
国
法
上
、
民
事
事
件
に
つ
い
て
は
、
国
内
土
地
管
轄
規
定
及
び
国
際
裁

判
管
轄
規
定
が
併
存
し
て
い
る
状
態
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
適
用
上
の
関
係
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
国
内
土
地
管
轄
権
規
定
に
つ
い
て
概
観
す
る
。「
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟（
1
）法」（

以
下
「
民
事
訴
訟
法
」
と
い
う
）
に
よ
れ
ば
、

中
国
に
お
け
る
国
内
土
地
管
轄
権
規
定
は
、
概
ね
「
級
別
管
轄
」、「
地
域
管
轄
（「
土
地
管
轄
」）」、「
移
送
管
轄
」
及
び
「
指
定
管
轄
」
に

関
す
る
規
定
の
四
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
級
別
管
轄
」
に
関
す
る
規
定
は
、
中
国
人
民
法
院
の
各
審
級
関

係
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
事
案
類
型
に
応
じ
て
、
第
一
審
の
管
轄
権
を
有
す
る
中
国
人
民
法
院
の
審
級
に
つ
い

て
定
め
て
い
る
。「
地
域
管
轄
（
土
地
管
轄
）」
に
関
す
る
規
定
は
、
事
案
類
型
毎
の
管
轄
原
因
を
定
め
た
上
で
中
国
人
民
法
院
の
管
轄
権

を
画
定
す
る
も
の
で
あ
る
。「
移
送
管
轄
」
に
関
す
る
規
定
は
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
中
国
人
民
法
院
が
管
轄
権
を
有
し
な
い
場
合
に
、
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管
轄
権
を
持
つ
中
国
人
民
法
院
に
事
案
を
移
送
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
。
ま
た
、「
指
定
管
轄
」
に
関
す
る
規
定
は
、
管
轄
権
の
確
定

が
困
難
で
あ
る
事
案
に
お
い
て
、
上
級
の
人
民
法
院
が
当
該
事
案
の
管
轄
権
を
持
つ
の
に
適
当
な
下
級
の
人
民
法
院
を
指
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
級
別
管
轄
」、「
移
送
管
轄
」
及
び
「
指
定
管
轄
」
の
三
種
類
の
管
轄
規
定
は
国
際
裁
判
管
轄
権
を
決
め
る
際

の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
が
、「
地
域
管
轄
」
に
関
す
る
規
定
は
、
渉
外
事
案
に
お
い
て
、
国
際
裁
判
管
轄
規
定
と
し
て
準
用
さ
れ
て
い
る
。

「
地
域
管
轄
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、「
普
通
地
域
管
轄
」、「
特
殊
地
域
管
轄
（『
牽
連
管
轄
と
も
呼
ば
れ
る
』）」、「
専
属
管

轄
」
と
「
協
議
管
轄
」
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
普
通
地
域
管
轄
は
、
渉
外
民
事
訴
訟
に
お
い
て
被
告
住
所
地
を
管
轄
原
因
と
し
て
管

轄
権
を
肯
定
す
る
こ
と
を
指
す
。
特
殊
地
域
管
轄
は
、
渉
外
民
事
訴
訟
が
人
民
法
院
所
在
地
と
あ
る
程
度
の
牽
連
関
係
を
持
つ
こ
と
を
理

由
に
管
轄
権
を
肯
定
す
る
こ
と
を
指
す
。
専
属
管
轄
は
、
特
定
の
類
型
の
渉
外
民
事
事
件
に
つ
い
て
の
管
轄
権
が
中
国
の
人
民
法
院
に
専

属
す
る
こ
と
を
指
す
。
協
議
管
轄
は
、
事
件
当
事
者
が
合
意
に
よ
り
管
轄
権
を
行
使
す
る
人
民
法
院
を
確
定
す
る
こ
と
を
指（
2
）す。

　
次
に
、
中
国
に
お
け
る
渉
外
民
事
訴
訟
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
第
二
百
五
十
九
条
か
ら
第
二
百
六
十
六
条
ま
で
（
い
わ

ゆ
る
「
渉
外
編
」
の
部
分
）
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
国
際
裁
判
管
轄
規
定
に
当
た
る
の
が
、
第
二
百
六
十
五
条

（
渉
外
民
事
訴
訟
に
関
す
る
特
殊
地
域
管
轄
）
及
び
第
二
百
六
十
六
条
（
専
属
管
轄
）
の
規
定
で
あ
る
。
第
二
百
六
十
五
条
は
、
渉
外
事
案
の

類
型
に
応
じ
た
管
轄
原
因
に
つ
い
て
概
括
的
に
定
め
、
国
際
裁
判
管
轄
権
を
確
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
法
解
釈
に
関
す
る
問
題

は
、
国
内
土
地
管
轄
規
定
を
参
照
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
加
え
、「
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
司
法
解（
3
）釈」（

以
下
「
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
」
と
い
う
）
が
民
事
訴

訟
法
の
管
轄
規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、
そ
の
第
五
百
三
十
二
条
（
不
法
便
法
院
（forum

 non convenience

）
管
轄
）
で
は
、
人

民
法
院
が
あ
る
事
件
に
対
す
る
管
轄
権
を
有
し
て
も
、
同
条
で
定
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
れ
ば
、
当
該
管
轄
権
の
行
使
を
し
な
い
と
さ
れ
る

規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
第
五
百
三
十
三
条
（
平
行
訴
訟
に
関
す
る
管
轄
及
び
そ
の
外
国
判
決
の
承
認
執
行
）
で
は
国
際
訴
訟
競
合
に
関
す

る
管
轄
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
民
事
訴
訟
法
の
裁
判
管
轄
規
定
の
枠
組
み
か
ら
判
断
す
る
と
、
渉
外
事
件
に
適
用
さ
れ
る
各
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規
則
が
独
立
し
た
章
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
の
立
法
者
が
国
内
土
地
管
轄
と
国
際
裁
判
管
轄
と
の
差
異
に
つ
い
て

認
識
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
時
の
二
度
の
法
改
正
か
ら
す
る
と
、
民
事
訴
訟
法
の
立
法
者
は
、
国
際
裁

判
管
轄
の
規
定
を
、
国
内
土
地
管
轄
規
定
の
よ
う
に
体
系
的
に
整
備
す
る
意
図
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
を
判

断
す
る
際
の
根
拠
条
文
と
し
て
、
国
内
土
地
管
轄
の
規
定
を
直
接
用
い
る
と
い
う
従
来
の
裁
判
実
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
的
根
拠
が
不

明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
点
に
関
す
る
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
公
式
の
解
釈
も
未
だ
存
在
し
な
い
。

　
以
上
の
規
定
は
、
渉
外
民
事
訴
訟
に
関
す
る
管
轄
規
定
の
一
般
則
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
特
殊
な
事
案
類
型
の
国
際
裁
判
管
轄

に
つ
い
て
定
め
た
特
則
も
存
在
す
る
。
本
稿
で
論
じ
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
特
則
と
し
て
は
、「
最
高
人
民
法
院
に
よ

る
著
作
権
に
関
す
る
民
事
事
件
で
の
法
律
適
用
に
つ
い
て
の
解（
4
）釈（

二
〇
〇
二
）（
以
下
「
二
〇
〇
二
年
著
作
権
民
事
事
件
解
釈
」
と
い
う
）」
第

四
条
、「
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
衆
送
信
権
侵
害
事
件
の
法
律
適
用
に
関
わ
る
若
干
問
題
に
関
す
る
規（
5
）定（

二

〇
一
二
）（
以
下
「
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
」
と
い
う
）」
第
十
五
条
、「
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
格
権
侵
害

に
関
す
る
民
事
事
件
に
お
け
る
法
律
適
用
に
つ
い
て
の
規（
6
）定（

二
〇
一
四
）（
以
下
「
二
〇
一
四
年
ネ
ッ
ト
人
格
権
規
定
」
と
い
う
）」
な
ど
が

あ
る
。

㈡
　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
規
定
及
び
学
説
上
の
解
釈

　
中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
の
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
現
行
法
の
規
定
と
し
て
は
、
一
般
則
と
な
る
民
事
訴
訟
法
及

び
そ
の
司
法
解
釈
と
特
則
と
な
る
「
二
〇
〇
二
年
著
作
権
民
事
事
件
解
釈
」、「
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
」
及
び
「
二
〇
一
四
年

ネ
ッ
ト
人
格
権
規
定
」
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
国
際
裁
判
管
轄
規
定
を
取
り
上
げ
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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1　
「
民
事
訴
訟
法
」

　
⑴
　
渉
外
事
案
に
関
す
る
管
轄
の
特
別
規
定
（
い
わ
ゆ
る
「
渉
外
編
」）：
第
二
百
六
十
五
条

　
第
二
百
六
十
五
条 

　
契
約
紛
争
そ
の
他
の
財
産
権
益
に
係
る
紛
争
に
よ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
の
領
域
内
に
住
所
を
有
し
な
い
被
告
に
対
し
提
起

さ
れ
た
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
契
約
が
中
華
人
民
共
和
国
の
領
域
内
に
お
い
て
締
結
又
は
履
行
さ
れ
、
又
は
訴
訟
の
目
的
物
が
中
華
人
民
共
和
国
の
領
域

内
に
あ
り
、
被
告
が
中
華
人
民
共
和
国
の
領
域
内
に
差
押
え
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
を
有
し
、
又
は
被
告
が
中
華
人
民
共
和
国
の
領
域
内
に
代

表
機
構
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
は
、
契
約
締
結
地
、
契
約
履
行
地
、
訴
訟
の
目
的
物
の
所
在
地
、
差
押
え
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
の
所
在
地
、

権
利
侵
害
行
為
地
又
は
代
表
機
構
の
住
所
地
の
人
民
法
院
が
管
轄
す
る
こ
と
が
で
き（
7
）る。

　
本
条
は
特
殊
地
域
管
轄
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
契
約
紛
争
そ
の
他
の
財
産
権
益
に
係
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
①
契
約
締
結
地
、

②
契
約
履
行
地
、
③
訴
訟
の
目
的
物
の
所
在
地
、
④
差
押
え
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
の
所
在
地
、
⑤
権
利
侵
害
行
為
地
又
は
⑥
代

表
機
構
の
住
所
地
の
い
ず
れ
か
が
中
国
に
存
在
す
る
場
合
に
、
そ
の
地
の
人
民
法
院
が
管
轄
権
を
有
す
る
と
解
し
て
い
る
。
本
条
を
民
事

訴
訟
法
に
お
け
る
土
地
管
轄
の
規
定
と
比
べ
て
み
る
と
、
被
告
の
住
所
が
中
国
に
存
在
し
な
い
と
し
て
も
、
法
律
行
為
に
関
わ
る
六
つ
の

管
轄
原
因
を
設
定
し
、
中
国
人
民
法
院
の
国
際
裁
判
管
轄
を
広
く
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
条
に
お
け
る
「
権
利
侵
害
行
為
地
」
に
つ

い
て
は
、
同
法
第
二
百
五
十
九
条
の
規
定
に
従
い
、
第
二
章
の
規
定
を
準
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
法
第
二
十
五

条
及
び
そ
の
司
法
解
釈
第
二
十
八
条
を
基
準
に
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
⑵
　
国
内
土
地
管
轄
に
関
す
る
規
定
：
民
事
訴
訟
法
第
二
十
一
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
（
第
二
章
）

　
第
二
十
八
条
　
権
利
侵
害
行
為
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
る
訴
訟
は
、
権
利
侵
害
行
為
地
又
は
被
告
の
住
所
地
の
人
民
法
院
が
管
轄
す（
8
）る。
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民
事
訴
訟
法
第
二
十
一
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
国
内
土
地
管
轄
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
、
国

際
的
な
著
作
権
侵
害
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
の
判
断
基
準
と
な
る
規
定
は
、
第
二
十
八
条
で
あ
る
た
め
、
以
下
で
は
、
同
条
及
び
そ
の

司
法
解
釈
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

2　
「
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
」

　
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
は
、
最
高
人
民
法
院
に
よ
り
公
布
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
二
月
四
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
民
事
訴
訟
法
に
関
す
る
解

釈
で
あ
る
。
本
解
釈
は
、
最
高
人
民
法
院
が
各
司
法
解
釈
を
制
定
し
て
以
来
、
起
草
に
参
加
し
た
人
数
も
条
文
数
も
最
も
多
い
司
法
解
釈

で
あ
る
。
こ
の
司
法
解
釈
で
は
、
全
二
十
三
章
、
計
五
百
五
十
二
条
の
条
文
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
第
二
十
二
章
に
渉
外
民
事
訴
訟
手
続

に
関
す
る
特
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
第
五
百
三
十
二
条
が
不
法
便
法
院
の
原
則
（forum

 non 

convenience

）
を
明
文
化
し
、
第
五
百
三
十
三
条
は
国
際
訴
訟
競
合
の
場
合
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
十
四
条
で
は
、
民
事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
の
規
定
を
解
釈
し
、
一
般
的
な
権
利
侵
害
行
為
事
件
に
お
け
る
「
権
利
侵
害
行
為

地
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
り
、
第
二
十
五
条
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
権
利
侵
害
行
為
事
件
に
お
け
る
「
権
利
侵
害
行
為
地
」
に

つ
い
て
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
を
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
。

　
第
二
十
四
条
　
民
事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
で
規
定
さ
れ
る
「
権
利
侵
害
行
為
地
」
は
、
権
利
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
地
と
損
害
結
果
の
発
生
地
を
含

む
。

　
第
二
十
五
条
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
権
利
侵
害
行
為
に
つ
い
て
、
権
利
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
地
は
、
権
利
侵
害
行
為
が
利
用
さ
れ
る
端
末

の
所
在
地
を
含
み
、
損
害
結
果
の
発
生
地
は
、
権
利
の
被
侵
害
者
の
住
所
地
を
含
む
と
す
る
。
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民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
が
施
行
さ
れ
る
以
前
は
、
裁
判
実
務
上
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
知
的
財
産
権
侵
害
事
件
に
関
す
る
管
轄

権
の
確
定
に
つ
い
て
既
に
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
例
の
立
場
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
司
法
解
釈
が
施
行
さ
れ
て

以
降
は
、
と
り
わ
け
、
第
二
十（
9
）条、
第
二
十
五
条
の
設
定
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
契
約
債
務
・
権
利
侵
害
行
為
債
務
に
関

す
る
管
轄
規
定
が
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
地
方
法
院
に
よ
る
こ
れ
ら
の
条
文
の
解
釈
は
一
致
し
な
い
場
合
が
多
か
っ
）
10
（
た
。
以
下

で
は
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
及
び
第
五
百
三
十
二
条
に
つ
い
て
立
法
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
⑴
　
第
二
十
四
条
に
つ
い
て

　
ア
　
立
法
趣
旨

　
本
条
の
権
利
侵
害
行
為
地
は
、
権
利
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
地
と
損
害
結
果
の
発
生
地
の
双
方
を
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

被
害
者
に
よ
る
訴
権
の
行
使
及
び
人
民
法
院
に
よ
る
事
実
の
調
査
の
便
宜
を
考
慮
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
本
条
は
、『
最
高
人
民
法
院

に
よ
る
「
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
」
の
適
用
に
関
す
る
若
干
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
（
一
九
九
二
年
）』
第
二
十
八
条
の
規
定
の
趣

旨
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
）
11
（

る
。

　
⑵
 
第
二
十
五
条
に
つ
い
て

　
ア
　
立
法
趣
旨

　
本
条
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
権
利
侵
害
行
為
に
関
す
る
管
轄
規
定
で
あ
り
、
民
事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
が
定
め
る
「
権
利
侵
害

行
為
地
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
権
利
侵
害
行
為
は
新
た
に
生
じ
た
権
利
侵
害
行
為
の
一
種
で
あ
る
が
、
そ
の
権
利
侵
害
行
為
は
常
に
サ
イ

バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
る
た
め
、
伝
統
的
な
「
権
利
侵
害
行
為
地
」
と
い
う
概
念
を
管
轄
原
因
と
し
て
用
い
る
と
困
難
を
来
す

こ
と
に
な
る
。
立
法
段
階
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
権
利
侵
害
行
為
に
つ
い
て
こ
れ
を
如
何
に
確
定
す
べ
き
か
が
問
題
と
さ
れ

た
が
、
主
に
議
論
さ
れ
た
の
は
「
原
告
が
権
利
侵
害
行
為
の
存
在
を
発
見
す
る
地
（
以
下
「
権
利
侵
害
行
為
が
発
見
さ
れ
た
地
」
と
い
う
）」
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を
「
権
利
侵
害
行
為
地
」
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
立
法
委
員
会
は
、「
権
利
侵

害
行
為
が
発
見
さ
れ
た
地
」
を
「
権
利
侵
害
行
為
地
」
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
を
支
持
し
、
司
法
解
釈
を
設
け
る
こ
と
に

し
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
権
利
侵
害
行
為
に
つ
い
て
の
権
利
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
地
と
は
、
権
利
侵
害
行
為
が

利
用
さ
れ
る
端
末
の
所
在
地
を
含
み
、
損
害
結
果
の
発
生
地
は
、
権
利
の
被
侵
害
者
の
住
所
地
を
含
む
と
の
規
定
が
設
け
ら
れ
）
12
（
た
。

　
イ
　
裁
判
実
務
上
の
問
題
点

　
本
条
に
つ
い
て
最
も
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
条
の
適
用
範
囲
に
知
的
財
産
権
侵
害
と
不
正
競
争
行
為
が
含
ま
れ
る
の
か
否
か
と
い

う
問
題
で
あ
）
13
（

る
。
近
時
の
裁
判
例
を
見
る
と
、
概
ね
、
①
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
権
利
侵
害
行
為
」
は
特
許
権
侵
害
及
び
商
標
権
侵
害

を
含
む
と
す
る
立
場
と
、
②
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
権
利
侵
害
行
為
」
は
知
的
財
産
権
侵
害
と
不
正
競
争
行
為
を
含
ま
な
い
と
す
る
立

場
の
対
立
が
存
在
す
る
。
①
の
立
場
を
採
用
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
浙
江
省
高
級
人
民
法
院
（
二
〇
一
六
）
浙
民
轄
終
三
十
一
号
、
上
海

知
識
産
権
法
院
（
二
〇
一
六
）
濾
七
十
三
民
轄
終
三
百
四
十
七
号
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
②
の
立
場
を
採
用
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
中

華
人
民
共
和
国
最
高
人
民
法
院
（
二
〇
一
六
）
最
高
法
民
申
七
百
三
十
一
号
、
北
京
知
的
財
産
法
院
（
二
〇
一
八
）
京
七
十
三
民
轄
終
五

百
七
十
二
号
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

3 　
「
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
著
作
権
に
関
す
る
民
事
事
件
で
の
法
律
適
用
に
つ
い
て
の
解
釈
（
二
〇
〇
二
）」（「
二
〇
〇
二
年
著
作
権
民

事
事
件
解
釈
」）

　
二
〇
〇
一
年
十
月
二
十
七
日
に
、
中
華
人
民
共
和
国
第
十
一
届
全
国
人
民
代
表
大
会
が
「
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
よ
る

『
中
華
人
民
共
和
国
著
作
権
法
』
の
修
正
に
関
す
る
決
定
」
が
通
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
旧
著
作
権
法
に
お
い
て
五
十
三
箇
所
が
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
改
正
著
作
権
法
に
お
け
る
新
し
い
規
定
に
つ
い
て
実
務
上
で
の
適
用
に
関
す
る
問
題
を
円
滑
に
解
決
す
る
た
め
、

最
高
人
民
法
院
は
こ
の
解
釈
を
設
け
）
14
（
た
。
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こ
の
解
釈
は
二
〇
〇
二
年
十
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
同
解
釈
の
第
四
条
に
は
、
下
記
の
通
り
、
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
管
轄

規
定
が
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
基
本
的
に
は
国
内
土
地
管
轄
の
規
定
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
国
内
土
地
管
轄
の
規
定
と
国
際

裁
判
管
轄
の
規
定
と
は
意
図
的
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
裁
判
例
を
見
る
か
ぎ
り
、
国
際
的
な
著
作
権

侵
害
事
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
国
内
土
地
管
轄
の
規
定
が
直
接
、
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
を
判
断
す
る
際
の
根
拠
条
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
解
釈
の
第
四
条
の
規
定
を
適
用
し
て
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
を
判
断
す
る
も
の
が
多
数
で
あ
）
15
（

る
。

　
第
四
条
　
著
作
権
侵
害
行
為
に
基
づ
き
提
起
さ
れ
た
訴
訟
に
お
い
て
は
、
著
作
権
法
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
で
定
め
ら
れ
た
権
利
侵
害
行
為
地
、

被
疑
侵
害
物
の
複
製
品
の
保
存
さ
れ
る
地
ま
た
は
差
し
押
え
ら
れ
る
地
、
被
告
の
住
所
地
の
人
民
法
院
が
管
轄
権
を
有
す
る
。

　
前
項
に
規
定
さ
れ
た
「
被
疑
侵
害
物
の
複
製
品
の
保
存
さ
れ
る
地
」
は
、
大
量
ま
た
は
経
営
目
的
の
下
で
保
存
・
隠
匿
し
た
複
製
品
の
所
在
地
を
意

味
す
る
。「
差
し
押
え
ら
れ
る
地
」
と
、
海
関
、
版
権
、
工
商
等
行
政
機
関
に
よ
り
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
被
疑
侵
害
物
の
複
製
品
の
所
在
地
を
意
味
す

る
。

　
こ
の
規
定
は
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
管
轄
権
に
関
す
る
特
則
で
あ
る
。
前
述
し
た
通
り
、
民
事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
は
、
権
利
侵

害
行
為
に
関
す
る
訴
え
に
つ
い
て
は
権
利
侵
害
行
為
地
ま
た
は
被
告
住
所
地
の
人
民
法
院
が
管
轄
権
を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
は
、
権
利
侵
害
行
為
地
は
「
権
利
侵
害
行
為
を
行
う
」
と
「
結
果
発
生
地
」
を
含
む
と
規
定
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
著
作
権
の
特
殊
性
を
考
慮
す
る
と
、「
結
果
発
生
地
」
の
解
釈
は
あ
る
程
度
困
難
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

本
解
釈
は
、
著
作
権
法
（
二
〇
〇
一
年
修
正
版
）
第
四
十
六
条
・
四
十
七
条
の
規
定
を
参
照
し
、
権
利
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
地
を
解
釈

し
、
被
疑
侵
害
物
の
複
製
品
の
保
存
さ
れ
る
地
ま
た
は
差
し
押
え
ら
れ
る
地
を
も
管
轄
原
因
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
結
果
発
生
地
と
い

う
概
念
は
管
轄
原
因
と
し
て
使
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
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ま
た
、
著
作
権
侵
害
の
場
合
、
権
利
侵
害
行
為
は
通
常
段
階
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
出
版
者
に
よ
る
権
利
侵
害
行
為

や
販
売
者
に
よ
る
権
利
侵
害
行
為
な
ど
が
あ
り
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
権
利
侵
害
行
為
は
必
ず
し
も
同
一
の
地
で
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
裁
判
実
務
上
は
、
当
事
者
が
販
売
者
で
な
く
出
版
者
の
み
を
相
手
取
っ
て
販
売
地
に
あ
る
人
民
法
院

に
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
が
多
い
。
立
法
者
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
本
解
釈
第
五
条
で
共
同
訴
訟
に
関
す
る
規
定
を

設
け
る
こ
と
に
し
）
16
（

た
。

4 　
「
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
衆
送
信
権
に
係
る
民
事
訴
訟
に
お
け
る
法
律
適
用
問
題
に
関
す
る
規
定
」

（「
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
」）

　
本
規
定
は
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
七
日
に
公
布
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
上
の
公
衆
送
信
権
侵
害
事

案
に
お
け
る
法
律
問
題
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
第
十
五
条
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
衆
送
信
権
に
関
す
る
民
事
訴
訟
の

裁
判
管
轄
に
つ
い
て
特
別
に
定
め
て
い
る
。

　
第
十
五
条
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
衆
送
信
権
侵
害
に
関
す
る
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
権
利
侵
害
行
為
地
ま
た
は
被
告
住
所
地
の
人
民
法
院
が

管
轄
権
を
有
す
る
。
権
利
侵
害
行
為
地
は
、
被
疑
侵
害
行
為
を
行
う
際
に
利
用
し
た
サ
ー
バ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
端
末
な
ど
の
設
備
の
所
在
地
を
含
む
。
権

利
侵
害
行
為
地
と
被
告
の
住
所
地
の
い
ず
れ
も
が
確
定
で
き
な
い
、
も
し
く
は
外
国
に
あ
る
場
合
に
、
原
告
が
発
見
し
た
被
疑
侵
害
物
の
保
存
す
る
パ

ソ
コ
ン
端
末
な
ど
の
設
備
の
所
在
地
を
権
利
侵
害
行
為
地
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
条
の
特
徴
は
以
下
の
二
点
に
あ
る
。
第
一
は
、
権
利
侵
害
行
為
地
に
つ
い
て
、
侵
害
者
が
利
用
し
た
サ
ー
バ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
端
末
な

ど
の
設
備
の
所
在
地
を
含
む
と
の
拡
張
解
釈
を
す
る
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
権
利
侵
害
行
為
地
と
被
告
住
所
地
の
い
ず
れ
も
が
外
国
に
あ
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る
場
合
に
は
、
原
告
が
発
見
し
た
被
疑
侵
害
物
を
保
存
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
な
ど
の
設
備
が
中
国
に
あ
る
限
り
、
そ
の
地
の
人
民
法
院
が

管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
サ
イ
バ
ー
ス
ベ
ー
ス
上
の
権
利
侵
害
行
為
地
が
不
明
確
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
管
轄
権

を
緩
和
す
る
規
定
を
設
け
、
原
告
が
中
国
に
お
い
て
訴
訟
を
提
起
す
る
機
会
を
で
き
る
だ
け
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
権
利
者
の
保
護
を

実
現
す
る
こ
）
17
（
と
に
あ
る
。

　
本
条
は
、
文
言
上
か
ら
す
る
と
、
民
事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
と
は
異
な
り
、
渉
外
事
件
の
場
合
を
予
め
想
定
し
て
い
る
規
定
で
あ
る
こ

と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
条
を
国
際
裁
判
管
轄
規
定
の
特
則
と
捉
え
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。

5 　
「
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
格
権
侵
害
に
関
す
る
民
事
事
件
に
お
け
る
法
律
適
用
に
つ
い
て
の
規
定
（
二

〇
一
四
）」（
以
下
「
二
〇
一
四
年
ネ
ッ
ト
人
格
権
規
定
」
と
い
う
）

　
第
一
条
　
本
規
定
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
格
権
侵
害
に
関
す
る
民
事
事
件
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
、
他
人
の
氏

名
権
、
名
称
）
18
（

権
、
名
誉
権
、
栄
誉
）
19
（

権
、
肖
像
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
な
ど
の
人
格
権
に
関
す
る
事
件
を
指
す
。

　
第
二
条 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
格
権
侵
害
に
関
す
る
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
、
権
利
侵
害
行
為
地
ま
た
は
被
告
の
住
所
地
の
人
民
法
院
は

管
轄
権
を
有
す
る
。

　
権
利
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
地
は
、
権
利
侵
害
行
為
を
行
う
た
め
に
利
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
端
末
の
所
在
地
を
含
む
も
の
と
す
る
。
権
利
侵
害

行
為
の
結
果
発
生
地
は
、
被
害
者
の
住
所
地
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　
本
規
定
は
、
二
〇
一
四
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
格
権
侵
害
に
関
す
る
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民
事
訴
訟
に
お
け
る
法
律
適
用
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
第
一
条
は
、
本
規
定
の
適
用
対
象
と
な
る
権
利
を
限
定
列
挙
す
る
こ
と
で
、

本
規
定
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
具
体
的
に
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
規
定
の
制
定
段
階
で
は
、
人
格
権
一
般
を
適
用
対
象
と
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
著
作
者
人
格
権
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
明
確
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
本
規
定
の
適
用
範
囲
に
著
作

者
人
格
権
侵
害
事
案
の
場
合
が
含
ま
れ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
本
規
定
の
管
轄
原
因
は
、
前
述
し
た
民
事
訴

訟
法
司
法
解
釈
第
二
十
五
条
の
管
轄
原
因
と
一
致
し
て
お
り
、
両
者
は
整
合
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

㈢
　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
に
関
す
る
近
時
の
裁
判
例
に
つ
い
て

　
中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
事
件
に
関
す
る
中
国
人
民
法
院
の
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
民
法

院
の
管
轄
を
な
る
べ
く
広
く
認
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
従
来
の
裁
判
例
を
み
る
か
ぎ
り
、
中
国
で
問
題
と
な
る
国
際
的
な
著
作
権

侵
害
事
件
の
類
型
は
、
中
国
に
住
所
を
有
す
る
自
然
人
や
法
人
が
被
告
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
、
裁
判
例
で
は
一
般
則
と
し
て
の

普
通
裁
判
籍
に
よ
る
国
際
裁
判
管
轄
権
を
認
め
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
一
方
で
、
権
利
侵
害
行
為
地
管
轄
に
よ
る
国
際
裁
判
管
轄
権
の
有
無
に

つ
い
て
判
断
す
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
第
二
十
五
条
、
二
〇
〇
二
年
著
作

権
民
事
事
件
解
釈
第
四
条
及
び
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
等
の
規
定
を
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
事
案
に
お
け
る
国
際
裁

判
管
轄
の
有
無
を
判
断
す
る
際
の
直
接
の
根
拠
と
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
規
定
を
管
轄
の
根

拠
と
し
た
裁
判
例
に
つ
い
て
整
理
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
上
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1　

民
事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
の
適
用
事
案

　
民
事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
を
適
用
し
た
近
年
の
判
決
は
、
主
に
中
国
の
国
内
事
案
と
し
て
の
権
利
侵
害
行
為
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
渉
外
的
な
著
作
権
侵
害
事
件
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
先
例
が
な
い
状
況
に
あ
る
。
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2　

二
〇
〇
二
年
著
作
権
民
事
事
件
解
釈
第
四
条
の
適
用
事
案

　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
い
て
、
近
年
、
二
〇
〇
二
年
著
作
権
民
事
事
件
解
釈
第
四
条
を
適
用
し
、
中
国
の
人
民
法
院
に
よ
る

管
轄
権
を
認
め
た
判
決
が
幾
つ
か
公
表
さ
れ
て
い
）
20
（
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
中
の
一
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

　
①
　adidas
社
v.
義
烏
嘉
愛
商
品
貿
易
会
社
（
义
乌
嘉
爱
商
品
采
购
有
限
公
司
）　
著
作
権
侵
害
事
）
21
（
件

　
・
事
実
の
概
要

　
二
〇
〇
八
年
五
月
五
日
に
、Julia O

tto

はadidas

社
（
原
告
）
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
雇
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
ボ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン

を
設
計
し
た
（
こ
の
ボ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
が
本
件
に
お
け
る
被
疑
侵
害
物
で
あ
る
。）。
二
〇
一
三
年Julia O

tto

は
そ
の
ボ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
す
べ
て
の
著
作
権
を
原
告
に
譲
渡
し
た
。
二
〇
一
三
年
八
月
二
日
、
原
告
は
中
華
人
民
共
和
国
国
家
版
権
局
に
対
し
て
、
美
術
作

品
「
ボ
ー
ル
」
に
関
す
る
著
作
権
を
登
録
し
た
。
二
〇
一
三
年
十
二
月
四
日
、
新
華
社
、
新
浪
、
捜
狐
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
国
際

サ
ッ
カ
ー
連
盟
が
公
表
し
た
二
〇
一
四
年
ブ
ラ
ジ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
け
る
公
式
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
い
わ
ゆ
る
「brazuca

」

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
た
。
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
八
日
、
義
烏
嘉
愛
商
品
貿
易
会
社
（
被
告
）
は
義
烏
市
速
達
報
関
代
理
会

社
に
依
頼
を
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
賞
杯
な
ど
の
貨
物
を
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
に
輸
出
す
る
の
に
、
海
関
に
申
告
を
行
っ
た
。
海
関
の

審
査
に
よ
り
、
そ
の
貨
物
の
中
に
は
五
十
個
の
特
殊
な
模
様
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ボ
ー
ル
一
個
あ
た
り
の
値
段
は
二

十
人
民
元
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
模
様
は
当
初Julia O

tto

が
設
計
し
た
ボ
ー
ル
の
模
様
と
完
全
に
同
一
で
あ
っ
た
。

以
上
の
事
情
に
よ
り
、
原
告
は
、
被
告
が
そ
の
五
十
個
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
輸
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
が
持
つ
美
術
の
著
作
物

「
ボ
ー
ル
」
に
関
す
る
著
作
権
が
侵
害
さ
れ
る
と
主
張
し
、
差
止
請
求
と
損
害
賠
償
請
求
の
訴
え
を
提
起
し
た
。

　
・
浙
江
省
義
烏
市
人
民
法
院
の
判
断

　「
本
件
は
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
で
あ
る
た
め
、『
二
〇
〇
二
年
著
作
権
民
事
事
件
解
釈
』
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
本
人
民
法
院
は
権

利
侵
害
行
為
地
お
よ
び
被
告
住
所
地
の
所
在
す
る
人
民
法
院
で
あ
り
、
本
件
に
対
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
断
す
る
。
準
拠
法
に
つ
い
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て
は
、『
中
華
人
民
共
和
国
渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
』
第
五
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
本
件
に
お
い
て
、
保
護
が
求
め
ら
れ
た
地
は
中

華
人
民
共
和
国
で
あ
り
、
か
つ
、
当
事
者
間
に
は
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
と
の
合
意
が
あ
る
た
め
、
準
拠
法
は
中
国
法
と
な
る
。」

3　

二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
の
適
用
事
案

　
前
述
し
た
通
り
、
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
に
は
、
管
轄
権
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、

文
言
上
は
、
渉
外
事
案
の
場
面
を
予
め
想
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
実
務
に
お
い
て
、
渉
外
事
案
で
こ
の
条
文
を
根
拠
と
し

た
裁
判
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
し
、
国
内
事
案
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
定
と
民
事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
及
び
司
法
解
釈
第
二
十
五
条

と
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
争
わ
れ
て
い
る
事
例
が
多
数
存
在
す
る
点
が
注
目
さ
れ
）
22
（
る
。

4　

民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
二
十
五
条
の
適
用
事
案

　
従
来
の
裁
判
例
を
見
る
か
ぎ
り
、
本
条
を
適
用
し
た
事
案
は
ほ
ぼ
国
内
事
案
で
あ
っ
た
。
本
条
は
文
言
上
、「
権
利
侵
害
行
為
の
結
果

発
生
地
」
を
原
告
の
住
所
地
に
含
め
る
と
し
て
い
る
が
、
解
釈
論
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
格
権
侵
害
に
限
っ
て
適
用
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
著
作
権
に
関
わ
る
人
格
的
権
利
が
渉
外
的
に
侵

害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
条
の
適
用
も
あ
り
う
）
23
（
る
。

5　

小　

括

　
以
上
の
よ
う
な
中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
現
行
法
の
規
定
及
び
裁
判
例
の
整
理
を
踏
ま
え
る
と
、
中
国
法

の
現
状
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
中
国
法
に
お
い
て
は
、
国
際
裁
判
管
轄
規
定
と
国
内
土
地
管
轄
規
定

が
と
も
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
は
統
一
的
な
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
国
際
的
な
著
作
権
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侵
害
事
案
に
お
い
て
は
、
中
国
人
民
法
院
の
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
を
判
断
す
る
際
の
根
拠
と
な
り
う
る
規
定
は
、
前
述
し
た
四
つ
の
規

定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
事
案
に
お
い
て
、
直
接
適
用
さ
れ
て
い
る
先
例
が
あ
る
の
は
「
二
〇
〇
二

年
著
作
権
民
事
事
件
解
釈
第
四
条
」
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
渉
外
的
な
著
作
権
侵
害
事
案
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄

の
有
無
の
判
断
に
際
し
て
、
こ
れ
を
根
拠
と
す
る
先
例
は
存
在
し
な
）
24
（
い
。
第
三
に
、
各
規
定
間
の
適
用
関
係
は
曖
昧
で
あ
り
、
今
後
は
規

定
間
で
の
抵
触
が
生
じ
な
い
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
の
適
用
場
面
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

㈣
　
検
　
討

　
中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
の
判
断
枠
組
み
を
考
え
る
と
、
ま
ず
、
第
一
段
階
と
し
て
、
民

事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
の
規
定
を
根
拠
と
す
る
か
、
著
作
権
に
関
す
る
民
事
事
件
で
の
法
律
適
用
に
つ
い
て
の
解
釈
第
四
条
を
適
用
す
る

か
が
問
題
と
な
る
。
第
二
段
階
と
し
て
、
権
利
侵
害
行
為
の
特
別
な
態
様
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
衆
送
信
権
侵
害
に
つ
い
て
、

「
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
」
第
十
五
条
を
適
用
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
者
人
格
権
侵

害
に
つ
い
て
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
第
二
十
五
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
も
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
第
三
段
階
と
し
て
、

中
国
人
民
法
院
に
よ
る
国
際
裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
よ
り
適
切
な
法
廷
地
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
第

五
百
三
十
二
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
際
に
は
い
か
な
る
要
素
を
考
慮
す
べ
き
か
と
の
問
題
も
生
じ
う
る
。

各
規
定
の
適
用
関
係
に
関
す
る
考
え
方
：

第
一
段
階
：
一
般
則
　 

①
民
事
訴
訟
法
二
百
六
十
五
条
↓
民
事
訴
訟
法
二
十
八
条
（
国
内
土
地
管
轄
規
定
準
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

②
二
〇
〇
二
年
著
作
権
民
事
事
件
解
釈
第
四
条
（
国
内
土
地
管
轄
規
定
）

第
二
段
階
：
特
則
　
Ａ
　
公
衆
送
信
権
侵
害
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①
一
般
則
と
同
様
（
国
内
土
地
管
轄
規
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
（
国
際
裁
判
管
轄
規
定
と
類
似
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
民
訴
法
司
法
解
釈
二
十
五
条
（
国
内
土
地
管
轄
規
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
者
人
格
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
一
般
則
と
同
様
（
国
内
土
地
管
轄
規
定
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
民
訴
法
司
法
解
釈
二
十
五
条
（
国
内
土
地
管
轄
規
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
二
〇
一
四
年
ネ
ッ
ト
人
格
権
規
定
第
二
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
準
用

第
三
段
階
：
修
正
条
項
　
①
民
事
訴
訟
法
五
百
三
十
二
条
の
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
民
事
訴
訟
法
五
百
三
十
二
条
の
不
適
用

　
第
一
段
階
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
を
根
拠
条
文
と
し
な
が
ら
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
の
判
断
を
行
う
際
に
は
、
民
事
訴
訟
法
の
渉
外
編

の
規
定
（
第
二
百
六
十
五
条
）
を
適
用
す
る
。
そ
の
際
、
管
轄
原
因
で
あ
る
「
権
利
侵
害
行
為
地
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
の
土

地
管
轄
の
規
定
（
民
訴
法
第
二
十
八
条
）
を
参
照
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
国
内
土

地
管
轄
規
定
に
お
け
る
権
利
侵
害
行
為
地
管
轄
の
一
般
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
管
轄
原
因
た
る
権
利
侵
害
行
為
地
と
は
権
利
侵
害

行
為
が
行
わ
れ
た
地
ま
た
は
結
果
の
発
生
地
の
双
方
を
含
む
こ
と
と
な
る
。
他
方
で
、
従
来
の
裁
判
実
務
の
よ
う
に
「
二
〇
〇
二
年
著
作

権
民
事
事
件
解
釈
」
第
四
条
の
規
定
を
適
用
す
る
立
場
で
は
、
前
述
し
た
「
権
利
侵
害
行
為
地
」
の
ほ
か
、「
被
疑
侵
害
物
の
複
製
品
の

保
存
さ
れ
る
地
」
ま
た
は
「
差
し
押
え
ら
れ
る
地
」
が
と
も
に
管
轄
原
因
と
な
る
。

　
筆
者
は
、
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
裁
判
管
轄
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
を
、
①
中
国
人
民
法
院
の
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
に
関
す
る
判

断
と
、
②
中
国
人
民
法
院
の
国
内
管
轄
に
関
す
る
判
断
（
地
域
管
轄
、
審
級
管
）
25
（
轄
、
指
定
管
轄
、
移
送
管
轄
な
ど
）
と
に
分
割
す
る
こ
と
が
で
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き
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
判
断
す
る
際
に
は
、
ま
ず
民
事
訴
訟
法
渉
外
編
の
規
定
を
適
用
し
て
、
一
般
的
な
権

利
侵
害
行
為
地
管
轄
規
定
に
よ
り
、
中
国
人
民
法
院
の
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
す
る
。
そ
し
て
、
中
国
人
民
法
院
に
国
際

裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
中
国
の
民
事
訴
訟
手
続
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
中
国
内
の
い
ず
れ
の
地
域
ま
た
は
い
ず
れ
の
審
級
の

人
民
法
院
が
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
二
〇
〇
二
年
著
作
権
民
事
事
件
解
釈
の
規
定

を
国
内
土
地
管
轄
の
特
別
規
定
と
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年
著
作
権
民
事
事
件
解
釈
の
管
轄
規

定
は
、
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
の
判
断
に
お
い
て
は
適
用
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

　
第
二
段
階
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
権
侵
害
行
為
（
著
作
者
人
格
権
も
含
む
）
の
よ
う
な
権
利
侵
害
行
為
地
の
確
定
に
関
す

る
判
断
が
極
め
て
困
難
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
特
則
を
国
際
裁
判
管
轄
規
定
と
し
て
適
用
す
べ
き
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
特
則
を
適

用
し
な
い
と
す
れ
ば
、
第
一
段
階
と
同
様
に
、
一
般
則
で
あ
る
民
事
訴
訟
法
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に

は
、
権
利
侵
害
行
為
地
を
確
定
す
る
困
難
さ
は
緩
和
さ
れ
ず
、
裁
判
実
務
上
は
多
少
の
困
難
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
で
、
特
則
を
適
用

す
る
見
解
に
立
て
ば
、
ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
衆
送
信
権
に
つ
い
て
は
、
①
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
と
②

民
訴
法
司
法
解
釈
二
十
五
条
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
権
利
侵
害
行
為
）
の
い
ず
れ
を
適
用
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
、

民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
二
十
五
条
の
解
釈
問
題
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
訴
法
司
法
解
釈
二
十
五
条
の
適
用
範
囲
は
人
格

権
に
限
定
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
仮
に
本
条
の
適
用
範
囲
を
そ
の
よ
う
に
限
定
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
権
利
侵
害
行
為
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
の
第
二
十
五
条
と
「
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
」
第

十
五
条
の
適
用
が
文
言
上
競
合
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
の
第
二
十
五
条
を
適
用
し
た
場
合
に
は
、
国
内
土
地
管
轄

の
規
定
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
Ａ̶

①
被
告
住
所
地
、
Ａ̶

②
被
疑
侵
害
行
為
が
利
用
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
設
備
の
所
在

地
と
Ａ̶

③
被
侵
害
者
の
住
所
地
の
い
ず
れ
か
の
管
轄
原
因
が
あ
れ
ば
、
人
民
法
院
に
よ
る
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
で
、

二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
国
際
裁
判
管
轄
規
定
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
特
則
を
適
用
す
る
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こ
と
と
な
り
、
Ｂ̶

①
被
告
住
所
地
、
Ｂ̶

②
被
疑
侵
害
行
為
が
利
用
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
設
備
の
所
在
地
を
管
轄
原
因
と
し
て
人

民
法
院
に
よ
る
管
轄
権
を
認
め
る
ほ
か
、
権
利
侵
害
行
為
地
と
被
告
住
所
地
が
外
国
に
あ
る
場
合
に
は
、
Ｂ̶

③
原
告
が
発
見
し
た
被
疑

侵
害
物
の
保
存
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
な
ど
の
設
備
の
所
在
地
が
あ
れ
ば
人
民
法
院
の
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
の
相
違
点
を
ま

と
め
る
と
、
Ａ̶

①
と
Ｂ̶

①
、
Ａ̶

②
と
Ｂ̶

②
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
Ａ̶

③
と
Ｂ̶

③
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
上
記
の
二
つ
の
規
定
中
、
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
を
判
断
す
る
際
の
根
拠
を
一
つ
に
絞

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
の
第
二
十
五
条
の
適
用
と
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
の
適
用
は
異
な
る
結
論
を
導
き
出
す
と
の
不
都
合
に

つ
い
て
、
以
下
で
は
、
具
体
的
な
仮
想
事
例
を
設
定
し
た
上
説
明
す
る
。

　
①
原
告
は
中
国
に
居
住
し
、
被
疑
侵
害
著
作
物
を
発
見
し
た
設
備
が
Ｂ
国
に
あ
る
と
想
定
す
る
。
ま
た
、
被
告
は
Ｂ
国
に
居
住
し
、
権
利
侵
害
行
為

を
行
う
た
め
に
利
用
し
た
設
備
は
Ｃ
国
に
所
在
す
る
と
想
定
す
る
。
仮
に
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
の
第
二
十
五
条
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
中
国
人
民

法
院
は
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
（
前
述
し
た
Ａ̶

③
に
よ
る
）。
他
方
、
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
を
適
用
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
中
国
人
民
法
院
は
管
轄
権
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
②
原
告
は
外
国
に
居
住
し
、
被
疑
侵
害
著
作
物
を
発
見
し
た
設
備
は
中
国
に
あ
る
と
想
定
す
る
。
ま
た
、
被
告
は
Ｂ
国
に
居
住
し
、
権
利
侵
害
行
為

を
行
う
た
め
に
利
用
し
た
設
備
は
Ｃ
国
に
所
在
す
る
と
想
定
す
る
。
仮
に
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
の
第
二
十
五
条
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
中
国
人
民

法
院
は
管
轄
権
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
中
国
人
民
法
院
は

管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
（
前
述
し
た
Ｂ̶

③
に
よ
る
）。

　
結
論
と
し
て
、
筆
者
は
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
第
二
十
五
条
の
規
定
の
適
用
範
囲
を
人
格
権
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
を

支
持
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
原
告
住
所
地
を
権
利
侵
害
行
為
の
結
果
発
生
地
と
認
め
管
轄
原
因
と
す
る
の
は
、
人
格
権
侵
害
の
よ
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う
な
極
め
て
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
な
い
限
り
は
制
限
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
②
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
の
規
定
は
元
来

渉
外
事
案
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
国
際
裁
判
管
轄
を
判
断
す
る
際
の
根
拠
と
す
る
の
は
自
然
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
以
下
で
は
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
第
二
十
五
条
の
規
定
の
適
用
範
囲
を
人
格
権
に
限
定
す
べ
き
と
す
る
見
解

を
前
提
に
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
者
人
格
権
侵
害
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
特
則
を
適
用
す
る
立
場
と
特
則
を
適
用

し
な
い
立
場
の
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
特
則
を
適
用
す
る
立
場
に
は
、
さ
ら
に
①
司
法
解
釈
第
二
十
五
条
の
適
用
、
②
二
〇
一
四
年

ネ
ッ
ト
人
格
権
規
定
第
二
条
の
適
用
と
、
③
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
の
準
用
の
三
つ
の
方
法
が
あ
る
と
考
え
る
。
①

及
び
②
の
適
用
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
規
定
に
お
い
て
管
轄
原
因
の
設
定
は
整
合
的
で
あ
る
た
め
、
そ
の
い
ず
れ
を
適
用
し
た
と

し
て
も
結
論
は
変
わ
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
第
二
十
五
条
及
び
二
〇
一
四
年
ネ
ッ
ト
人
格
権
規
定
第
二
条
は
、

被
疑
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
設
備
の
所
在
地
に
よ
る
管
轄
と
被
侵
害
者
の
住
所
地
に
よ
る
管
轄
が
と
も
に
管
轄
原
因
と
し
て
認
め
ら
れ
る

と
解
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
被
疑
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
設
備
の
所
在
地
は
管
轄
原
因
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
り

わ
け
、
原
告
が
差
止
請
求
を
提
起
し
た
場
合
、
条
約
の
な
い
国
と
の
間
で
は
、
外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
つ
い
て
多
少
の
困
難
が
伴
う
以

上
は
、
確
実
に
判
決
を
執
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
被
疑
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
設
備
の
所
在
地
の
人
民
法
院
に
管
轄
権
を
認
め
た

方
が
、
原
告
の
保
護
に
適
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
二
つ
の
規
定
は
、
原
告

住
所
地
ま
で
を
も
管
轄
原
因
に
含
む
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
原
告
住
所
地
と
い
う
管
轄
原
因
に
よ
り
国
内
土
地
管
轄
の
有
無
を
判
断
す

る
の
な
ら
と
も
か
く
、
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
の
判
断
基
準
と
す
る
の
が
果
た
し
て
妥
当
で
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

仮
に
こ
の
規
定
に
よ
り
原
告
住
所
地
を
基
準
に
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
を
判
断
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
被
告
に
よ
る
応
訴
の
負
担
は
極
め

て
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
、
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
の
準
用
も
あ
り
う
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
第
十
五
条
は
、
国
際
裁
判
管
轄
規
定
と
し
て
の
性
質
を
有
し
、
国



中国における国際的な著作権侵害訴訟に関する国際裁判管轄及び準拠法選択について

287

際
裁
判
管
轄
の
有
無
の
判
断
根
拠
と
し
て
は
自
然
で
あ
る
こ
と
や
、
②
第
十
五
条
は
、
被
疑
侵
害
物
を
保
存
す
る
設
備
の
所
在
地
を
権
利

侵
害
行
為
地
に
含
む
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
者
人
格
権
侵
害
に
お
い
て
、「
権
利
侵

害
行
為
地
」
を
確
定
す
る
困
難
さ
に
つ
い
て
も
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
中
国
人
民
法
院
の
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
を
し
た
上
で
、
第
三
段
階
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
修
正
条
項

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
第
五
百
三
十
二
条
の

規
定
の
適
用
が
想
定
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
司
法
解
釈
第
五
百
三
十
二
条
の
規
定
は
適
用
場
面
が
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
具
体

的
に
は
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
事
案
に
お
い
て
本
条
を
適
用
し
う
る
場
面
を
想
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
本
条
の
適
用
に
対
し
て
は
、

学
者
か
ら
の
批
判
が
あ
り
、
こ
の
条
文
が
定
め
る
各
条
件
に
よ
り
中
国
人
民
法
院
が
適
切
な
法
廷
地
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、

「
不
法
便
法
院
」
と
い
う
規
定
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
）
26
（
る
。

三
　
中
国
に
お
け
る
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
準
拠
法
選
択
に
つ
い
て

㈠
　
概
　
説

　
か
つ
て
の
中
国
は
体
系
的
な
国
際
私
法
規
定
を
持
た
ず
、
国
際
私
法
の
規
定
は
各
実
質
法
の
中
に
分
散
し
、
個
々
の
規
定
が
定
め
ら
れ

て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
八
六
年
の
「
民
法
通
）
27
（
則
」、
一
九
八
八
年
の
「
最
高
人
民
法
院
の
『
中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則
』
を
貫
徹
し

執
行
す
る
際
の
若
干
問
題
に
関
す
る
意
）
28
（
見
」、
一
九
八
五
年
の
「
相
続
）
29
（
法
」、
一
九
九
二
年
「
海
商
）
30
（
法
」、
一
九
九
五
年
の
「
民
間
航
空
）
31
（
法
」、

一
九
九
五
年
の
「
手
形
・
小
切
手
）
32
（

法
」、
一
九
九
八
年
の
「
養
子
縁
組
）
33
（

法
」、
一
九
九
九
年
の
「
契
約
）
34
（

法
」、
二
〇
〇
七
年
の
「
最
高
人
民

法
院
の
渉
外
民
事
ま
た
は
商
事
契
約
紛
争
事
件
を
審
理
す
る
際
の
法
律
適
用
お
若
干
問
題
に
関
す
る
規
）
35
（
定
」
等
の
法
律
や
司
法
解
釈
中
に
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国
際
私
法
の
規
定
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
渉
外
的
な
知
的
財
産
権
侵
害
の
準
拠
法
に
関
す
る
中
国
法
院
の
判
断
は
、

以
下
の
よ
う
な
類
型
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
権
利
侵
害
行
為
地
法
に
よ
る
も
の
、
②
保
護
国
法
に
よ
る
も
の
、
③
当
事
者
が
合

意
に
よ
り
選
択
し
た
法
に
よ
り
、
当
事
者
の
選
択
が
な
い
場
合
に
は
、
紛
争
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
に
よ
る
も
の
、
④
渉
外

事
件
を
国
内
事
件
と
し
て
、
直
接
中
国
法
を
適
用
し
、
準
拠
法
選
択
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
、
⑤
国
際
条
約
に
よ
る
も

の
）
36
（

、
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
長
年
の
検
討
を
通
じ
て
、
二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
八
日
に
「
渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
）
37
（
法
」（
以
下
「
適
用

法
」
と
い
う
）
が
可
決
さ
れ
た
。
適
用
法
は
、
五
十
二
ヵ
条
か
ら
成
り
、
中
国
に
お
け
る
初
め
て
の
体
系
化
さ
れ
た
抵
触
規
定
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
中
国
国
際
私
法
理
論
の
発
展
に
と
っ
て
、
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
適
用
法
に
お
い
て
は
、
知
的
財
産
権
侵
害
訴
訟
に
お

け
る
準
拠
法
決
定
ル
ー
ル
の
整
備
に
関
し
、
中
国
が
加
盟
し
て
い
る
国
際
条
約
の
影
響
を
受
け
、
立
法
す
る
段
階
で
は
か
な
り
参
照
し
て

い
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、「
適
用
法
」
第
五
十
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
、
知
的
財
産
権
侵
害
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
一
般
論
と
し
て
、

特
許
権
、
商
標
権
な
ど
の
登
録
を
要
す
る
権
利
と
著
作
権
の
よ
う
な
登
録
を
要
し
な
い
権
利
と
を
区
別
せ
ず
、
一
律
に
「
保
護
が
求
め
ら

れ
た
地
」（
被
請
求
保
護
地
）
の
法
を
準
拠
法
と
す
る
と
し
て
い
る
。「
保
護
が
求
め
ら
れ
た
地
」
と
い
う
概
念
は
、
ベ
ル
ヌ
条
約
第
五
条

二
項
の
規
定
と
一
致
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
、「
適
用
法
」
第
五
十
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
知
的
財
産
権
侵
害
訴
訟
に

お
い
て
は
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
事
後
的
変
更
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
高
人
民
法
院
に
よ
り
、
二
〇
一
三
年
一
月
七
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
「
渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
の
適
用
に
お
け
る
若
干
問
題
に
関
す
る
解
釈
（
一
）」（
以
下
「
適
用
法
司
法
解
釈
一
」）
は
「
適

用
法
」
に
お
い
て
一
部
明
確
で
は
な
い
規
定
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
適
用
法
司
法
解
釈
一
」
は
、
知
的
財
産
権
侵
害
訴

訟
に
関
す
る
準
拠
法
規
定
に
つ
い
て
は
何
ら
解
釈
を
出
し
て
い
な
い
た
め
、
現
在
、
知
的
財
産
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
準
拠
法
決
定
ル
ー

ル
と
し
て
は
適
用
法
の
第
五
十
条
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
現
行
法
の
規
定
を
紹
介
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規

定
を
め
ぐ
る
論
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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㈡
　
現
行
法
：「
渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
」

　
適
用
法
に
お
い
て
は
、
権
利
侵
害
行
為
に
関
す
る
一
般
則
は
第
四
十
四
）
38
（

条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
知
的
財
産
権
に
関
す
る
特
則
は
第
四

十
八
条
か
ら
第
五
十
条
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
第
四
十
八
条
　
知
的
財
産
権
の
帰
属
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
保
護
が
求
め
ら
れ
た
地
の
法
を
適
用
す
る
。

　
第
四
十
九
条
　
当
事
者
は
、
合
意
に
よ
り
知
的
財
産
権
の
譲
渡
及
び
使
用
許
諾
に
適
用
す
る
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
が
選
択
を
し

な
か
っ
た
と
き
は
、
本
法
の
契
約
に
つ
い
て
の
関
連
規
定
を
適
用
す
る
。

　
第
五
十
条
　
知
的
財
産
権
の
権
利
侵
害
責
任
に
つ
い
て
は
、
保
護
が
求
め
ら
れ
た
地
の
法
を
適
用
す
る
。
当
事
者
は
、
権
利
侵
害
行
為
が
発
生
後
に

お
い
て
、
合
意
に
よ
り
法
廷
地
法
の
適
用
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
）
39
（

る
。

　
第
四
十
八
条
は
、
ベ
ル
ヌ
条
約
第
五
条
二
項
の
規
定
に
従
い
定
め
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
。
本
条
の
単
位
法
律
関
係
は
「
知
的
財
産
権
の

帰
属
及
び
内
容
（「
知
的
財
産
権
の
内
容
」
を
、
知
的
財
産
権
の
種
類
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
）」
で
あ
り
、
知
的
財
産
権
の
帰
属
及
び

内
容
に
つ
い
て
は
、
保
護
が
求
め
ら
れ
た
地
の
法
、
す
な
わ
ち
保
護
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
。

　
本
条
の
趣
旨
は
、
知
的
財
産
権
の
成
立
、
内
容
と
効
力
に
関
し
て
、
権
利
の
取
得
に
登
録
を
要
す
る
特
許
権
、
商
標
権
そ
の
他
類
似
す

る
知
的
財
産
権
は
出
願
登
録
地
を
連
結
点
と
し
て
、
ま
た
、
権
利
の
取
得
に
通
常
登
録
を
要
し
な
い
著
作
権
そ
の
他
類
似
す
る
知
的
財
産

権
は
出
願
登
録
地
が
観
念
で
き
な
い
た
め
、
当
該
知
的
財
産
権
を
主
張
す
る
地
を
連
結
点
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
拠
法
を
決
定
す
る
こ
と

に
あ
）
40
（
る
。

　
第
四
十
九
条
は
、
知
的
財
産
権
の
譲
渡
契
約
な
い
し
使
用
許
諾
契
約
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
契
約
準
拠
法
の
決
定
に
関
す
る
第
四
十
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一
）
41
（
条
と
同
様
に
、
当
事
者
が
合
意
に
よ
り
準
拠
法
を
決
定
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　
中
国
に
お
い
て
は
、
知
的
財
産
権
の
譲
渡
契
約
も
使
用
許
諾
契
約
も
契
約
と
性
質
決
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
契
約
準
拠
法
の
選
択

は
、
通
常
の
契
約
と
同
様
に
行
わ
れ
）
42
（
る
。
契
約
準
拠
法
に
つ
い
て
、
従
来
の
中
国
国
際
私
法
は
一
貫
し
て
当
事
者
自
治
と
最
密
接
関
係
地

法
適
用
原
則
に
従
っ
て
こ
れ
を
決
定
す
る
と
定
め
て
き
）
43
（
た
。

　
第
五
十
条
は
、
知
的
財
産
権
侵
害
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
保
護
国
法
を
適
用
す
る
と
定
め
た
上
で
、
法
廷
地
法
で
あ
る
中
国
法
の
事

後
的
な
法
選
択
を
認
め
て
い
る
。
知
的
財
産
権
の
侵
害
に
つ
い
て
当
事
者
自
治
を
認
め
る
こ
と
は
、
近
時
の
国
際
的
な
潮
流
と
一
致
す
る

も
の
で
あ
）
44
（

る
が
、
適
用
法
第
四
十
四
条
が
権
利
侵
害
行
為
に
つ
い
て
当
事
者
に
よ
る
事
後
的
な
準
拠
法
の
合
意
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
そ
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
）
45
（
う
。

㈢
　
従
来
の
裁
判
例

1　

適
用
法
施
行
前
の
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
準
拠
法

　
適
用
法
が
施
行
さ
れ
る
前
は
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
準
拠
法
選
択
ル
ー
ル
は
明
文
の
形
で
存
在
せ
ず
、
法
律
適
用
に

つ
い
て
は
概
ね
ベ
ル
ヌ
条
約
を
根
拠
と
し
、
中
国
著
作
権
法
の
適
用
を
し
て
き
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
以
下
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

　
①
　W

ildchildD
esignPtyLtd 

v.
永
康
市
百
悦
工
贸
有
限
会
社
　
著
作
権
侵
害
事
）
46
（
件

　
・
事
実
の
概
要

　W
ildchild

社
（
原
告
）
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
十
二
日
に
、
譲
受
人
と

し
て
、
あ
る
児
童
歩
行
器
（
蜂
）
の
著
作
権
を
譲
り
受
け
た
。
こ
の
作
品
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
初
め
て
公
表
さ
れ
、
著
作
権
証
書
Ｉ
Ｄ

は
二
〇
〇
七̶

Ｆ̶

〇
七
〇
〇
七
で
あ
る
。
永
康
市
百
悦
工
貿
有
限
会
社
（
被
告
）
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
四
日
に
設
立
さ
れ
、
園

芸
用
具
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
・
掃
除
用
具
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
製
造
及
び
販
売
を
業
と
す
る
会
社
で
あ
る
。
被
告
は
、
著
作
権
者
で
あ
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る
原
告
の
許
可
を
得
ず
、
児
童
歩
行
器
（
蜂
）
様
式
の
商
品
を
販
売
し
て
い
た
。
二
〇
一
〇
年
に
原
告
は
被
告
の
販
売
行
為
を
発
見
し
、

証
拠
保
全
を
行
っ
た
上
で
、
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　
・
金
華
市
中
級
人
民
法
院
の
判
断

　「
本
件
に
お
い
て
、
原
告W

ildchild

社
の
設
立
地
及
び
本
件
作
品
が
初
め
て
公
表
さ
れ
た
地
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ
る
た
め
、
本

件
は
渉
外
著
作
権
侵
害
事
件
で
あ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
著
作
権
法
第
二
条
二
項
の
規
定
に
よ
れ
ば
、「
外
国
人
、
無
国
籍
者
の
作
品
に

つ
い
て
、
そ
の
著
作
者
の
本
国
ま
た
は
常
居
所
地
国
が
中
国
と
の
間
に
著
作
権
保
護
に
関
す
る
条
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
著
作
権
は
、
本
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
共
に
ベ
ル
ヌ
条
約
の
加
盟
国
で
あ

る
た
め
、
原
告
が
享
有
す
べ
き
著
作
権
は
中
国
著
作
権
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」

2　

適
用
法
施
行
後
の
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
準
拠
法

　
通
則
法
施
行
後
に
お
い
て
は
、
実
務
上
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
準
拠
法
を
決
め
る
根
拠
と
し
て
、
①
適
用
法
五
十
条

を
適
用
す
る
立
場
と
、
②
中
国
著
作
権
法
二
条
二
項
を
適
用
す
る
立
場
が
あ
る
。

　
⑴
　「
適
用
法
」
の
適
用

　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
事
案
に
適
用
法
第
五
十
条
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
連
結
点
は
「
保
護
国
法
」
と
な
る
。
学
説
上
の
議
論
は
、

主
に
日
本
に
お
い
て
ベ
ル
ヌ
条
約
に
関
す
る
国
際
私
法
上
の
議
論
と
似
通
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の
学
説
上
は
「
保
護
国

法
」
の
中
身
に
つ
い
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
裁
判
実
務
は
ほ
ぼ
「
保
護
国
法
」
を
「
法
廷
地
法
」
と
解
し
て
い
る
。

 
⑵
　
ベ
ル
ヌ
条
約
の
適
用

　
ベ
ル
ヌ
条
約
を
根
拠
と
し
、「
中
国
著
作
権
法
」
第
二
条
二
項
を
適
用
す
る
見
解
で
あ
る
。

　
被
疑
侵
害
物
が
外
国
人
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
中
国
著
作
権
法
は
こ
の
作
品
に
対
す
る
保
護
を
与
え
る
べ
き
か
否
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か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
過
去
の
裁
判
例
で
は
一
般
的
に
、
ベ
ル
ヌ
条
約
及
び
「
中
国
著
作
権
法
」
の
規
定
に
従
い
、
判
断
さ
れ
て
い

た
。

　
⑶
　
裁
判
例
の
紹
介

　
中
国
に
お
け
る
近
時
の
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
事
案
と
し
て
、
福
建
省
高
級
人
民
法
院
（
二
〇
一
四
）
ミ
ン
民
終
字
第
四
百
十
三
号
、

天
津
市
高
級
人
民
法
院
（
二
〇
一
三
）
津
高
民
三
終
字
第
十
六
号
、
浙
江
省
杭
州
市
西
湖
区
人
民
法
院
（
二
〇
一
四
）
杭
西
知
民
初
字
第

三
百
五
十
三
号
、
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
高
級
人
民
法
院
（
二
〇
一
五
）
新
民
三
終
字
第
八
十
七
号
な
ど
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、

そ
の
中
で
の
二
つ
を
取
り
上
げ
る
。

　
①
　
株
式
会
社
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
v.
阿
童
木
（
福
建
）
体
育
用
品
会
社
　
著
作
権
侵
害
事
）
47
（
案

　
・
事
実
の
概
要

　『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
は
、
手
塚
治
虫
の
Ｓ
Ｆ
漫
画
作
品
及
び
同
作
を
原
作
と
し
た
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
、
特
撮
テ
レ
ビ
番
組
の
作
品
名
、
並
び

に
作
品
内
の
主
人
公
で
あ
る
架
空
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
名
称
で
あ
る
。
事
件
当
時
、
鉄
腕
ア
ト
ム
に
関
す
る
著
作
権
を
株
式
会
社
手
塚
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
（
原
告
）
が
有
し
て
い
た
。「
阿
童
木
」（
読
み
方
は
ア
ト
ム
と
同
様
で
あ
る
）
と
い
う
商
標
は
一
九
八
五
年
一
月
是
一
日
に
徳
州

市
皮
鞋
厂
と
い
う
会
社
に
よ
り
申
請
さ
れ
、
同
年
九
月
十
五
日
に
審
査
が
通
過
さ
れ
た
。
登
録
番
号
は
二
三
二
八
五
五
で
あ
る
。
そ
の
後
、

当
該
商
標
は
譲
渡
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
、
阿
童
木
（
福
建
）
体
育
用
品
会
社
（
被
告
、
以
下
「
阿
童
木
社
」
と
称
す
る
）
が
所
有
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
被
告
の
商
標
中
に
「
阿
童
木
」
と
い
う
文
字
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
告
が
有
す
る
著
作
権
を
侵
害

し
て
い
る
と
し
て
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　
・
福
建
省
高
級
人
民
法
院
の
判
断

　「
株
式
会
社
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
日
本
籍
の
会
社
で
あ
り
、
当
該
会
社
が
中
国
人
民
法
院
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
、

『
中
華
人
民
共
和
国
渉
外
民
事
関
係
法
律
適
用
法
』
第
四
十
八
条
に
し
た
が
い
、
知
的
財
産
権
の
帰
属
及
び
そ
の
内
容
は
、
保
護
が
求
め
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ら
れ
た
地
の
法
律
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
準
拠
法
は
中
国
法
と
な
る
。」

　
②
　 Rhino Softw

are, Inc.

v. 

新
疆
華
芸
文
化
伝
播
会
社
（
新
疆
華
芸
文
化
伝
播
有
限
公
司
）　
パ
ソ
コ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
侵
害

事
）
48
（
件

　
・
事
実
の
概
要

　Rhino Softw
are

（
原
告
）
は
米
国
法
人
で
あ
り
、Serv-U

 FTP

と
い
う
パ
ソ
コ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
を
有
し
て
い
る
。
米
国
著

作
権
局
に
よ
る
登
録
番
号
は
Ｔ
Ｘ
七
︱

五
五
七
︱

四
二
五
で
あ
る
。
新
疆
華
芸
文
化
伝
播
会
社
（
被
告
）
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
際
に
、

許
諾
な
し
にServ-U

FTPserverv6.4

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
著
作
権
を
侵
害
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て

被
告
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
。

　
・
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
高
級
人
民
法
院
の
判
断

　「
中
国
と
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ル
ヌ
条
約
の
加
盟
国
で
あ
り
、『
中
華
人
民
共
和
国
著
作
権
法
』
第
二
条
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
告
が
有
す

る
著
作
権
は
我
が
国
の
著
作
権
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」

　
・
小
　
括

　
以
上
の
二
つ
の
裁
判
例
を
み
れ
ば
、
①
の
事
案
に
お
い
て
、
人
民
法
院
は
「
保
護
国
法
主
義
」
を
採
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
保
護

国
法
」
を
「
法
廷
地
法
」
と
解
釈
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
②
の
事
案
に
お
い
て
、
人
民
法
院
は
ベ
ル
ヌ
条
約
を
根
拠
と
し
て
中
国
法
を

適
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

㈣
　
学
説
の
議
論

1　
「
被
請
求
保
護
地
」
の
中
身
に
つ
い
て
（
適
用
法
第
五
十
条
）

　
中
国
に
お
け
る
裁
判
実
務
の
よ
う
に
「
被
請
求
保
護
地
」
を
一
義
的
に
「
法
廷
地
」
と
解
釈
す
る
立
場
に
対
し
て
、
適
用
法
第
五
十
条
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に
お
い
て
は
、「
被
請
求
保
護
地
（
保
護
が
求
め
ら
れ
た
地
）」
と
「
法
廷
地
」
と
い
う
二
つ
の
連
結
点
が
同
時
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
両
者
を
同
じ
く
理
解
す
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
論
者
が
い
）
49
（

る
。
こ
の
見
解
は
、「
被
請
求
保
護
地
（
保
護
が

求
め
ら
れ
た
地
）」
を
権
利
者
が
援
用
し
よ
う
と
す
る
地
の
法
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

2　

当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
事
後
的
変
更
に
つ
い
て
（
適
用
法
第
五
十
条
）

　
知
的
財
産
権
侵
害
事
件
に
お
い
て
事
後
的
な
当
事
者
自
治
を
認
め
る
適
用
法
第
五
十
条
に
関
し
て
は
、
立
法
段
階
で
ス
イ
ス
国
際
私
法

を
参
照
し
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
）
50
（

る
。
す
な
わ
ち
、
事
後
的
な
当
事
者
自
治
は
、
知
的
財
産
権
を
め
ぐ
る
問
題
の
中
で
も
知
的
財
産
権
侵

害
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
知
的
財
産
権
の
成
立
及
び
帰
属
に
つ
い
て
は
事
後
的
な
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ

な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
に
対
し
て
は
、
当
事
者
自
治
の
範
囲
を
さ
ら
に
拡
張
し
て
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

見
解
も
あ
）
51
（
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
知
的
財
産
権
侵
害
の
問
題
に
お
い
て
は
、
最
初
か
ら
知
的
財
産
権
の
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
、
そ
の
重
要
性
は
、
権
利
侵
害
そ
の
も
の
よ
り
も
高
い
と
も
言
え
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
知
的
財
産
権

の
内
容
を
当
事
者
自
治
の
範
囲
に
含
ま
な
い
と
す
れ
ば
、
外
国
法
に
関
す
る
調
査
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
知

的
財
産
権
の
帰
属
お
よ
び
内
容
（
知
的
財
産
権
の
成
立
及
び
効
力
）
と
知
的
財
産
権
侵
害
と
を
分
割
し
て
法
性
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

案
を
審
理
す
る
際
に
法
の
適
用
が
複
雑
化
す
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
者
保
護
及
び
弱
者
保
護
の
観
点
を
条

文
の
中
で
体
現
す
べ
き
点
も
強
調
さ
れ
て
い
）
52
（

る
。

3　

ユ
ビ
キ
タ
ス
侵
）
53
（
害
に
お
け
る
準
拠
法
規
則
の
適
用
に
つ
い
て

　
ユ
ビ
キ
タ
ス
侵
害
の
場
合
に
お
い
て
は
、
損
害
の
結
果
が
複
数
の
地
域
で
発
生
し
、
一
律
に
ベ
ル
ヌ
条
約
に
お
け
る
「
保
護
国
法
」
の

適
用
を
す
る
と
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
上
の
侵
害
行
為
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
国
の
法
律
を
累
積
的
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
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る
。
中
国
の
学
者
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
、
準
拠
法
を
一
つ
に
絞
る
と
す
る
な
ら
ば
、
①
権
利
侵
害
行
為
の

本
源
地
法
、
②
加
害
者
の
常
居
所
地
法
、
③
著
作
物
の
本
源
国
）
54
（

法
、
④
著
作
権
者
の
常
居
所
地
法
、
⑤
最
密
接
関
係
地
法
の
五
つ
の
連
結

点
の
い
ず
れ
も
条
文
の
中
に
入
れ
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
が
あ
）
55
（
る
。

　
こ
れ
ら
の
連
結
点
の
う
ち
、
①
権
利
侵
害
行
為
の
本
源
地
法
と
は
、
加
害
者
が
被
疑
侵
害
物
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

す
る
際
に
所
在
す
る
地
の
法
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
連
結
点
を
用
い
て
準
拠
法
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
権
利
侵
害
行
為
の
発
生
を
そ

の
本
源
国
に
限
定
し
、
送
信
の
相
手
方
の
所
在
地
を
排
除
し
て
い
る
。
加
害
者
側
の
準
拠
法
に
関
す
る
予
測
可
能
性
が
確
保
さ
れ
る
が
、

被
害
者
側
に
と
っ
て
、
権
利
侵
害
行
為
の
本
源
地
に
つ
い
て
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
②
加
害
者
の
常
居
所
地
法
は
、
権
利
侵
害

行
為
の
本
源
地
法
と
同
じ
く
す
る
場
合
が
多
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
権
利
侵
害
行
為
の
本
源
地
法
を
連
結
点
と
す
れ
ば
、
加
害
者
が
簡
単

に
法
律
回
避
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
、
加
害
者
の
常
居
所
を
連
結
点
と
す
る
方
が
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
侵
害
の
加
害
者
が
複
数
存
在
す
る
よ
う
な
場
合
で
、
か
つ
、
加
害
者
の
常
居
所
と
加
害
行
為
の
本
源
地
が
一
致
し
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
①
及
び
②
の
連
結
点
に
し
た
が
い
一
つ
の
準
拠
法
を
指
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
）
56
（

る
。

　
③
著
作
物
の
本
源
国
は
、
著
作
物
の
「
国
籍
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
著
作
物
が
初
め
て
公
表
さ
れ
る
地
あ
る
い
は
著
作
者

の
国
籍
（
未
公
表
著
作
物
ま
た
は
加
盟
国
以
外
の
国
に
お
い
て
初
め
て
公
表
さ
れ
た
著
作
物
の
場
）
57
（

合
）
を
指
す
。
多
く
の
場
合
、
著
作
物
の
本
源
国

は
、
④
著
作
権
者
の
常
居
所
地
法
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
連
結
点
は
、
法
的
安
定
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
著
作
権
者
に
と
っ
て
は
明

ら
か
に
有
利
で
あ
る
。
他
方
、
著
作
物
の
利
用
者
が
被
害
者
で
あ
る
場
合
を
考
え
る
と
、
と
り
わ
け
、
複
数
の
著
作
物
を
利
用
す
る
者
で

あ
る
場
合
あ
る
い
は
被
疑
侵
害
物
の
著
作
者
が
複
数
で
あ
る
場
合
に
は
、
準
拠
法
の
予
測
に
つ
い
て
著
作
物
の
利
用
者
に
は
過
大
な
負
担

が
負
わ
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
人
の
著
作
物
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
事
前
に
著
作
物
の
本
源
地
ま
た
は
著
作
者
の
国
籍
を
調
査

し
な
い
限
り
、
紛
争
が
生
じ
る
際
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
が
い
ず
れ
の
国
の
法
で
あ
る
か
に
つ
い
て
予
測
が
困
難
で
あ
る
。
④
権
利
者

（
著
作
権
者
）
の
常
居
所
地
法
が
準
拠
法
と
な
る
場
合
は
、
主
に
、
人
格
権
侵
害
の
場
面
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
格
権
侵
害
が
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権
利
者
の
生
活
環
境
と
密
接
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
著
作
者
人
格
権
の
正
当
性
は
人
格
権
一
般
と
同
様
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
者
人
格
権
侵
害
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
者
の
常
居
所
地
法
を
準
拠
法
と
し
て
適
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
）
58
（
る
。

　
⑤
最
密
接
関
係
地
を
連
結
点
と
す
る
方
法
に
よ
り
、
法
律
回
避
を
防
げ
る
一
方
で
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
、
準
拠
法
選
択
の
具
体
的
妥

当
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
連
結
点
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
原
）
59
（

則
及
び
Ａ
Ｌ
Ｉ
原
）
60
（

則
を
含
む
各
立
法
提
案
に
お
い
て
広
く
採
用
さ
れ

て
い
）
61
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
原
則
及
び
Ａ
Ｌ
Ｉ
原
則
に
お
い
て
、
最
密
接
関
係
地
を
判
断
す
る
際
の
複
数
の
考
慮
要
素
に
つ
い

て
は
、
特
に
優
先
順
位
を
定
め
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
最
密
接
関
係
地
の
判
断
に
お
い
て
法
的
安
定
性
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
中
国
の
学
者
が
以
下
の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
段
階
で
は
、
著
作
権
の
属
地
性
を
尊
重
し
、

権
利
侵
害
行
為
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
市
場
の
所
在
地
を
最
密
接
関
係
地
と
し
て
判
断
す
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
市
場
の
所

在
地
は
、
実
際
に
損
害
の
結
果
発
生
地
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
権
利
侵
害
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
市
場
は
中

国
で
あ
る
場
合
（
権
利
侵
害
と
な
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
被
疑
侵
害
物
の
内
容
が
中
国
語
で
あ
る
）
に
お
い
て
は
、
当
該
権
利
侵
害
行
為
に
関
す
る

最
密
接
関
係
地
を
中
国
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
一
方
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
市
場
が
多
数
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第

二
段
階
と
し
て
、
当
事
者
の
常
居
所
や
権
利
侵
害
行
為
の
本
源
国
な
ど
の
連
結
点
を
他
の
考
慮
要
素
と
す
る
。
ま
た
、
特
別
な
場
合
と
し

て
、
①
当
事
者
間
で
被
疑
侵
害
物
を
対
象
と
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
準
拠
法
合
意
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
優
先
す
る
。
②

著
作
者
人
格
権
の
み
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
著
作
権
者
の
常
居
所
地
法
を
準
拠
法
と
す
）
62
（
る
。
こ
の
よ
う
な
提
案
で
あ
る
。
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四
　
結
　
論

㈠
　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て

　
中
国
法
の
状
況
を
み
る
か
ぎ
り
、
中
国
民
事
訴
訟
法
に
は
渉
外
編
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
裁
判
実
務
上
国
際
裁
判
管
轄
規
定

と
国
内
土
地
管
轄
規
定
と
の
使
い
分
け
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
権
侵
害
に
つ
い
て
は
、
管
轄
規

定
を
含
む
特
別
法
が
あ
る
た
め
、
法
律
間
の
適
用
関
係
は
理
論
的
に
は
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
従
来
の
裁
判
例
か

ら
す
る
と
、
一
般
的
な
国
際
著
作
権
侵
害
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
が
中
国
籍
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
の
場
合
が
多
く
、
被
告
住
所
地

（
民
事
訴
訟
法
第
二
十
一
条
）
ま
た
は
権
利
侵
害
行
為
地
（
民
事
訴
訟
法
第
二
百
六
十
五
条
）
を
管
轄
原
因
と
し
て
中
国
人
民
法
院
の
国
際
裁
判

管
轄
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
権
侵
害
事
件
に
お
い
て
は
、「
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
著
作
権
に
関

す
る
民
事
事
件
で
の
法
律
適
用
に
つ
い
て
の
解
釈
（
二
〇
〇
二
）」
及
び
「
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
衆
送
信
権

に
係
る
民
事
訴
訟
に
お
け
る
法
律
適
用
問
題
に
関
す
る
規
定
」
と
い
う
二
つ
の
特
別
法
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
特
別
法
に
は
そ
れ
ぞ
れ
管

轄
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
管
轄
規
定
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
通
り
、
異
な
る
管
轄
原
因
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
前
者
は

単
純
に
国
内
土
地
管
轄
の
規
定
で
あ
り
、
後
者
は
国
際
裁
判
管
轄
規
定
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
る
。
裁
判
実
務
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

前
者
を
根
拠
と
し
て
中
国
人
民
法
院
の
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
国
際
著
作

権
侵
害
事
件
に
お
い
て
は
、
現
行
法
上
多
く
の
管
轄
原
因
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
中
国
人
民
法
院
の
国
際
裁
判
管
轄
を
広
く
認
め
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
今
後
、
中
国
法
を
他
国
法
検
討
に
お
け
る
参
考
と
す
る
た
め
に
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
、
中
国
法
の
特
徴
を
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
ま
ず
、
中
国
法
に
お
け
る
管
轄
規
定
の
仕
組
み
の
中
で
は
、
民
事
訴
訟
法
及
び
そ
の
司
法
解
釈
と
い
う
一
般
原

則
の
ほ
か
、
著
作
権
に
関
す
る
民
事
訴
訟
や
公
衆
送
信
権
に
係
る
民
事
訴
訟
と
い
っ
た
特
殊
な
事
案
類
型
に
つ
い
て
特
別
な
管
轄
規
定
が
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設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
個
別
の
事
案
類
型
に
応
じ
、
よ
り
具
体
的
な
管
轄
原
因
を
定
め
る
と
い
う
立
法
者
の
意
図
が

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
著
作
権
侵
害
訴
訟
の
場
合
に
お
い
て
は
、
管
轄
原
因
と
な
る
「
被
疑
侵
害
行
為
を
行

う
際
に
利
用
し
た
サ
ー
バ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
端
末
な
ど
の
設
備
の
所
在
地
」
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
管
轄
権
に
つ
い
て
よ
り
容
易
に
認
め

ら
れ
る
一
方
、
被
疑
侵
害
行
為
を
行
う
際
に
利
用
し
た
設
備
に
対
す
る
差
押
え
も
よ
り
簡
単
に
行
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
法
の

よ
う
に
幾
つ
か
の
管
轄
規
定
が
並
存
す
る
状
況
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
規
定
相
互
の
適
用
関
係
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も

あ
る
。
と
り
わ
け
、
国
際
裁
判
管
轄
規
定
と
国
内
土
地
管
轄
規
定
を
区
別
し
て
、
渉
外
事
案
に
お
い
て
こ
れ
ら
規
定
の
中
で
い
ず
れ
か
が

優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
や
各
規
定
の
適
用
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

㈡
　
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
準
拠
法
選
択
に
つ
い
て

　
中
国
法
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
立
法
者
は
国
内
法
を
国
際
条
約
の
規
定
と
一
致
さ
せ
る
よ
う
に
、
著
作
権
侵
害
に
関
す
る
特
則
を
適
用

法
中
に
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
適
用
法
第
五
十
条
に
お
い
て
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
「
保
護
国
法
」

（
保
護
が
求
め
ら
れ
た
地
の
法
）
が
準
拠
法
と
な
る
。
適
用
法
に
い
う
「
保
護
国
法
」
の
中
身
に
つ
い
て
、
裁
判
実
務
上
そ
れ
を
硬
直
的
に

法
廷
地
法
と
し
て
解
釈
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、
裁
判
上
の
便
宜
及
び
法
的
安
定
性
へ
の
配
慮
で
あ
る
。
従
来
の
裁
判
例

か
ら
す
れ
ば
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
い
て
、
適
用
法
を
根
拠
と
し
て
準
拠
法
を
明
ら
か
に
す
る
事
例
の
ほ
か
、
ベ
ル
ヌ
条
約

及
び
著
作
権
法
を
根
拠
と
し
、
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
事
例
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟

に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
中
国
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
事
案
に
お
い

て
、
中
国
人
民
法
院
は
、
外
国
法
の
適
用
を
広
く
認
め
る
こ
と
よ
り
、
法
廷
地
法
を
広
く
適
用
し
た
ほ
う
が
審
理
上
の
負
担
を
あ
る
程
度

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
律
に
法
廷
地
法
を
適
用
す
れ
ば
、
当
事
者
が
法
廷
地
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り

準
拠
法
を
選
択
す
る
目
的
を
果
た
す
（
い
わ
ゆ
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」）
恐
れ
が
あ
る
た
め
、「
保
護
国
法
」
に
関
す
る
解
釈
は
、



中国における国際的な著作権侵害訴訟に関する国際裁判管轄及び準拠法選択について

299

外
国
法
の
適
用
の
余
地
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
、
適
用
法
第
五
十
条
に
お
い
て
は
、
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
り
法
廷
地

法
を
選
択
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
選
択
の
範
囲
は
、
前
述
の
通
り
、
権
利
侵
害
行
為
に
実
質
的
に
関

連
の
あ
る
地
に
ま
で
拡
大
し
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
侵
害
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
は
①
権
利
侵
害
行

為
の
本
源
地
法
、
②
加
害
者
の
常
居
所
地
法
、
③
著
作
物
の
本
源
国
）
63
（

法
、
④
著
作
権
者
の
常
居
所
地
法
、
⑤
最
密
接
関
係
地
法
な
ど
が
連

結
点
の
選
択
肢
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
抵
触
規
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
中
国
法
上
特
別
な
対
応
を
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
審
理
の
便
宜
を
重
視
す
る
中
国
人
民
法
院
の
見
地
か
ら
は
、
法
廷
地
法
た
る
中
国
法
の
適
用
場
面
が
広
い
と
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
は
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
及
び
準
拠
法
選
択
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
法
の
状
況
を
踏
ま
え
た

上
で
の
筆
者
な
り
の
解
釈
論
上
の
見
解
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
中
国
に
お
い
て
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
国
際
私
法
上
の
論
点
の
検
討
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
は
、

裁
判
実
務
の
問
題
点
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
個
別
の
論
点
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
国
際

裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
中
国
法
上
は
多
数
の
管
轄
規
定
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
規
定
相
互
間
の
適
用
関
係
を
明
確
化
す
る
こ
と

は
、
裁
判
実
務
上
も
意
味
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
著
作
権
侵
害
に
お
い
て
、
国
際
裁
判
管
轄
規
定
は
国
内
土

地
管
轄
規
定
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
り
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
侵
害
や
著
作
者
人
格
権
侵
害
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
比
較
法
研

究
で
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
準
拠
法
選
択
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
の
規
定
は
硬
直
的
な
印
象
が
あ
り
、
準
拠
法
を
保

護
国
法
と
す
る
規
定
の
解
釈
の
下
、
一
律
に
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
と
い
う
よ
り
、
外
国
法
を
適
用
す
る
余
地
も
認
め
る
と
良
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
な
立
法
論
・
解
釈
論
を
提
出
す
る
た
め
に
、
今
後
の
比
較
法
研
究
で
さ
ら
に
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
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考
え
る
。
第
三
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
原
則
や
Ａ
Ｌ
Ｉ
原
則
等
の
立
法
提
案
及
び
各
国
の
規
定
や
判
例
・
学
説
上
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
侵
害
と
い
う
問

題
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
も
重
要
な
一
論
点
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
本
研
究
は
、
最

終
的
に
比
較
法
的
な
観
点
か
ら
、
国
際
的
な
著
作
権
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
及
び
準
拠
法
選
択
に
関
す
る
適
切
な
基
準
を
解

釈
論
・
立
法
論
の
双
方
向
か
ら
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

（
1
）  

「
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
」（
根
拠
二
○
一
七
年
六
月
二
十
七
日
第
十
二
届
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
第
二
十
八
次
会
議
「
関
於

修
改
『
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
』
和
『
中
華
人
民
共
和
国
行
政
訴
訟
法
〉』
的
决
定
」
第
三
次
修
正
）。

（
2
）  

前
文
で
の
中
国
国
内
土
地
管
轄
規
定
の
分
類
及
び
そ
の
紹
介
は
、
江
必
新
編
『
新
民
事
訴
訟
法
理
解
適
用
於
実
務
指
南
（
修
訂
版
）』（
法
律
出

版
社
）
第
一
〇
六
三
頁
〔
石
毅
鵬
執
筆
〕
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）  

「
最
高
人
民
法
院
関
於
適
用
『
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
』
的
解
釈
」（
法
釈
〔
二
〇
一
五
〕
五
号
）。

（
4
）  

「
最
高
人
民
法
院
関
於
審
理
著
作
権
民
事
糾
紛
案
件
適
用
法
律
若
干
問
題
的
解
釈
」（
法
釈
〔
二
〇
〇
二
〕
三
一
号
）。

（
5
）  

「
最
高
人
民
法
院
関
於
審
理
侵
害
信
息
網
絡
伝
播
権
民
事
糾
紛
案
件
適
用
法
律
若
干
問
題
的
規
定
」（
法
釈
〔
二
〇
一
二
〕
二
〇
号
）。

（
6
）  

「
最
高
人
民
法
院
関
於
審
理
利
用
信
息
網
絡
侵
害
人
身
権
益
民
事
糾
紛
案
件
適
用
法
律
若
干
問
題
的
規
定
」（
法
釈
〔
二
〇
一
四
〕
一
一
号
）。

（
7
）  

条
文
の
翻
訳
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
　
北
京
事
務
所
知
識
産
権
部
編
「
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
（
改
正
）」
五
四
頁

を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
）  

条
文
の
翻
訳
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
　
北
京
事
務
所
知
識
産
権
部
編
「
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
（
改
正
）」
一
六
頁

を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）  

第
二
十
条
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
締
結
し
た
売
買
契
約
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
目
的
物
の
引
渡
し
を
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
買
主
の
居
住
地
を
契
約
の
履
行
地
と
み
な
す
。
他
方
、
そ
の
他
の
方
式
で
、
目
的
物
の
引
渡
し
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
目
的
物
を
受
け

取
る
地
を
契
約
の
履
行
地
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
契
約
の
履
行
地
に
つ
い
て
当
事
者
間
合
意
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
合
意
に
よ
る
。

（
10
）  

王
艷
芳
「
信
息
網
絡
環
境
下
相
関
知
識
産
権
案
件
管
轄
法
院
的
確
定
」
知
識
産
権
（
二
〇
一
七
）
第
七
期
五
一
頁
。

（
11
）  

沈
徳
永
編
『
二
〇
一
五
年
最
高
人
民
法
院
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
理
解
与
適
用
（
上
）』
一
六
八
頁
参
照
。
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（
12
）  

沈
・
前
掲
注
（
11
）
一
七
〇
頁
参
照
。

（
13
）  

王
・
前
掲
注
（
10
）
五
一
頁
参
照
。

（
14
）  

本
段
落
で
紹
介
す
る
立
法
経
緯
は
、
王
艷
芳
「『
最
高
人
民
法
院
関
於
審
理
著
作
権
民
事
糾
紛
案
件
適
用
法
律
問
題
的
解
釈
』
理
解
与
適
用
」

中
国
法
律
（
二
〇
〇
三
）
第
二
期
一
八
頁
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
15
）  
例
と
し
て
は
、
浙
江
省
義
鳥
市
人
民
法
院
二
○
一
四
年
五
月
二
十
九
日
判
決
（
二
○
一
四
）
金
義
知
民
初
字
第
一
○
六
号
、
浙
江
省
寧
波
市
中

級
人
民
法
院
二
○
一
二
年
九
月
二
十
七
日
判
決
（
二
○
一
一
）
浙
甬
知
初
字
第
二
五
○
号
、
浙
江
省
余
姚
市
人
民
法
院
（
二
〇
一
七
）
浙
〇
二
八

一
民
初
一
一
三
一
号
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
16
）  

王
艷
芳
「『
最
高
人
民
法
院
関
於
審
理
著
作
権
民
事
糾
紛
案
件
適
用
法
律
問
題
的
解
釈
』
理
解
与
適
用
」
中
国
法
律
（
二
〇
〇
三
）
第
二
期
一

八
頁
以
下
。

（
17
）  

最
高
人
民
法
院
に
よ
る
回
答
。

（
18
）  

名
称
権
と
は
、
法
人
、
組
合
そ
の
他
の
組
織
に
よ
り
自
己
の
名
称
を
使
用
ま
た
は
変
更
す
る
権
利
を
指
す
。

（
19
）  

栄
誉
権
と
は
、
自
然
人
や
法
人
が
特
に
社
会
的
貢
献
を
し
た
こ
と
や
労
働
上
の
成
果
を
得
た
こ
と
に
よ
り
光
栄
あ
る
称
呼
を
受
け
る
権
利
を
指

す
。

（
20
）  

公
表
裁
判
例
の
例
と
し
て
、
前
掲
注
（
15
）
で
挙
げ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

（
21
）  

浙
江
省
義
烏
市
人
民
法
院
（
二
〇
一
四
）
金
義
知
民
初
字
第
一
〇
六
号
。

（
22
）  

そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
①
（
二
〇
一
五
）
濾
知
民
終
字
第
五
〇
八
号
、
②
（
二
〇
一
八
）
蘇
〇
四
民
轄
終
三
一
四
号
、
③
（
二
〇
一
八
）
濾

七
三
民
轄
終
一
六
四
号
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
23
）  

し
か
し
な
が
ら
、
本
条
は
原
告
の
住
所
地
に
あ
る
人
民
法
院
の
裁
判
管
轄
を
認
め
て
い
る
た
め
、
具
体
的
な
制
限
あ
る
い
は
調
整
規
定
な
し
に
、

国
際
裁
判
管
轄
規
定
と
し
て
本
条
を
直
接
適
用
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
筆
者
は
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

（
24
）  

先
例
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
事
訴
訟
法
第
二
十
八
条
、
二
〇
一
二
年
ネ
ッ
ト
送
信
権
規
定
及
び
民
事
訴
訟
法
司
法
解
釈
二
十
五
条
を
国

際
裁
判
管
轄
の
判
断
根
拠
と
し
て
適
用
す
る
可
能
性
を
否
定
し
が
た
い
。

（
25
）  

中
国
に
お
い
て
は
、
事
案
ご
と
に
第
一
審
裁
判
の
管
轄
権
は
必
ず
し
も
地
方
人
民
法
院
に
属
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
中
級
人
民
法

院
が
第
一
審
の
人
民
法
院
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
審
級
上
の
管
轄
権
の
配
分
に
関
す
る
規
定
は
「
級
別
管
轄
」
と
い
う
。

（
26
）  

黄
志
慧
「
人
民
法
院
適
用
不
方
便
法
院
原
則
現
状
反
思
︱
从
『
六
条
件
説
』
到
『
両
階
段
説
』」
法
商
研
究
二
〇
一
七
年
第
六
期
一
六
一
頁
参
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照
。

（
27
）  

「
中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則
」（
一
九
八
六
年
四
月
十
二
日
中
華
人
民
共
和
国
主
席
令
第
三
七
号
公
布
）。

（
28
）  

「
最
高
人
民
法
院
関
於
貫
徹
執
行
『
中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則
』
若
干
問
題
的
意
見
」。

（
29
）  
「
中
華
人
民
共
和
国
継
承
法
」（
一
九
八
五
年
四
月
十
日
中
華
人
民
共
和
国
主
席
令
第
二
四
号
公
布
）。

（
30
）  
「
中
華
人
民
共
和
国
海
商
法
」（
一
九
九
二
年
十
一
月
七
日
中
華
人
民
共
和
国
主
席
令
第
六
四
号
公
布
）。

（
31
）  

「
中
華
人
民
共
和
国
民
用
航
空
法
」（
第
八
届
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
第
十
六
次
会
議
一
九
九
五
年
十
月
三
十
日
経
審
議
通
過
）。

（
32
）  

「
中
華
人
民
共
和
国
票
拠
法
」（
一
九
九
五
年
五
月
十
日
第
八
届
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
第
十
三
次
会
議
通
過
）。

（
33
）  

「
中
華
人
民
共
和
国
收
養
法
」（
一
九
九
一
年
十
に
月
二
十
九
日
第
七
届
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
第
二
十
三
次
会
議
通
過
）。

（
34
）  

「
中
華
人
民
共
和
国
合
同
法
」（
第
九
届
全
国
人
民
代
表
大
会
第
二
次
会
議
於
一
九
九
九
年
三
月
十
五
日
通
過
）。

（
35
）  

「
最
高
人
民
法
院
関
於
審
理
渉
外
民
事
或
商
事
合
同
糾
紛
案
件
法
律
適
用
若
干
問
題
的
規
定
」（
法
釈
〔
二
〇
〇
七
〕
一
四
号
）。

（
36
）  

郭
玉
軍
「
中
国
国
際
私
法
立
法
の
新
た
な
展
開
－
日
韓
共
同
提
案
に
け
る
知
的
財
産
権
準
拠
法
規
定
を
兼
ね
て

︱
」
木
棚
照
一
『
知
的
財
産

の
国
際
私
法
原
則
研
究
』（
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
厳
書
・
二
〇
一
二
）
三
七
五
頁
。

（
37
）  

「
中
華
人
民
共
和
国
渉
外
民
事
関
系
法
律
適
用
法
」（
主
席
令
第
三
六
号
）。

（
38
）  

第
四
十
四
条 

権
利
侵
害
責
任
に
つ
い
て
は
、
権
利
侵
害
行
為
地
法
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
が
共
通
の
常
居
所
地
を
有
す
る
場
合
に

は
、
共
通
の
常
居
所
地
法
を
適
用
す
る
。
権
利
侵
害
行
為
の
発
生
後
に
当
事
者
が
合
意
に
よ
り
適
用
す
る
法
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
合
意

に
従
う
。 

（
39
）  

条
文
の
翻
訳
は
、
黄
軔
霆
『
中
国
国
際
私
法
の
比
較
的
研
究
』（
帝
塚
山
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
五
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
40
）  

黄
・
前
掲
注
（
39
）
二
一
四
頁
参
照
。

（
41
）  

第
四
十
一
条
　
当
事
者
は
、
合
意
に
よ
り
契
約
に
適
用
す
る
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
が
選
択
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
履

行
義
務
が
最
も
当
該
契
約
の
特
徴
を
体
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
の
当
事
者
の
常
居
所
地
法
そ
の
他
当
該
契
約
と
最
も
密
接
な
関
係
を
有
す
る

法
を
適
用
す
る
。 

（
42
）  

黄
・
前
掲
注
（
39
）
二
一
九
頁
参
照
。

（
43
）  

中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則
第
百
四
十
五
条
、
合
同
法
第
百
二
十
六
条
。

（
44
）  

Ａ
Ｌ
Ｉ
原
則
三
百
二
条
一
項
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
原
則
三
：
六
百
五
条
一
項
、
知
的
財
産
権
に
関
す
る
国
際
私
法
原
則
日
韓
共
同
提
案
第
三
百
二
条
、
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日
本
透
明
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
法
提
案
第
三
百
二
条
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
45
）  

黄
・
前
掲
注
（
39
）
二
二
三
頁
参
照
。

（
46
）  

金
華
市
中
級
人
民
法
院
（
二
〇
一
〇
）
浙
金
知
初
字
第
一
六
〇
号
。

（
47
）  
福
建
省
高
級
人
民
法
院
（
二
〇
一
四
）
闽
民
終
字
第
四
一
三
号
。

（
48
）  
新
疆
維
吾
爾
自
治
区
高
級
人
民
法
院
（
二
〇
一
五
）
新
民
三
終
字
第
八
七
号
。

（
49
）  
孫
姸
姸
「
論
渉
外
知
識
産
権
案
件
『
被
請
求
保
護
地
』
的
認
定
」
時
代
法
学
第
一
三
巻
第
四
期
（
二
〇
一
五
）
一
〇
三
頁
以
下
。

（
50
）  

一
九
八
九
年
ス
イ
ス
国
際
私
法
第
百
十
条
一
項
に
お
い
て
、
知
的
財
産
権
に
関
す
る
原
則
規
定
と
し
て
、
保
護
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
旨
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
同
条
二
項
は
、
知
的
財
産
権
侵
害
に
基
づ
く
請
求
に
つ
い
て
、
当
事
者
は
法
定
地
法
を
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

（
51
）  

阮
開
欣
「
論
渉
外
侵
犯
知
識
産
権
法
律
適
用
中
的
意
思
自
治
原
則
」
時
代
法
学
第
一
六
巻
第
三
期
（
二
〇
一
八
）
六
八
頁
。

（
52
）  

阮
・
前
掲
注
（
51
）
六
八
頁
。

（
53
）  

学
説
上
は
、「
ユ
ビ
キ
タ
ス
侵
害
」
と
い
う
用
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
統
一
さ
れ
た
定
義
が
な
く
、
本
稿
で
は
「
ユ

ビ
キ
タ
ス
侵
害
」
を
「
一
つ
の
加
害
行
為
に
よ
り
複
数
の
法
域
に
お
い
て
損
害
の
結
果
が
発
生
す
る
よ
う
な
場
合
」
と
し
て
議
論
し
た
。

（
54
）  

立
法
例
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
際
私
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。See Rita M

atulionyte, Law
 Applicable to 

Copyright: A Com
parison of the ALI and CLIP Proposals, Edw

ard Elgar Publishing, Inc., 2011, p. 80.

（
55
）  

阮
開
欣
「
網
絡
環
境
下
跨
境
版
権
侵
権
的
法
律
冲
突
問
題
研
究
」
河
北
法
学
第
三
十
五
卷
第
十
一
期
（
二
〇
一
七
）
四
五
頁
参
照
。

（
56
）  

阮
・
前
掲
注
（
55
）
四
五
頁
参
照
。

（
57
）  

ベ
ル
ヌ
条
約
第
五
条
四
項
に
よ
り
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

（
58
）  

阮
・
前
掲
注
（
55
）
四
五
頁
参
照
。

（
59
）  

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
原
則
は
、
知
的
財
産
に
お
け
る
法
の
抵
触
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
知
的
財
産
権
の
渉

外
民
事
訴
訟
に
関
し
、
自
国
又
は
地
域
の
商
慣
行
や
事
情
に
配
慮
し
た
国
際
裁
判
管
轄
、
準
拠
法
及
び
外
国
判
決
の
承
認
執
行
の
あ
り
方
に
関
す

る
立
法
提
案
で
あ
る
。

（
60
）  

Ａ
Ｌ
Ｉ
原
則
は
、
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
に
よ
り
、
知
的
財
産
権
の
渉
外
民
事
訴
訟
に
関
し
、
自
国
ま
た
は
地
域
の
商
慣
行
や
事
情
に
配
慮
し
た

国
際
裁
判
管
轄
、
準
拠
法
及
び
外
国
判
決
の
承
認
執
行
の
あ
り
方
に
関
す
る
立
法
提
案
で
あ
る
。

（
61
）  

阮
・
前
掲
注
（
55
）
四
五
頁
参
照
。



法学政治学論究　第126号（2020.9）

304

（
62
）  

阮
・
前
掲
注
（
55
）
四
五
頁
参
照
。

（
63
）  

立
法
例
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
際
私
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。See Rita M

atulionyte, Law
 Applicable to 

Copyright: A Com
parison of the ALI and CLIP Proposals, Edw

ard Elgar Publishing, Inc., 2011, p. 80.

儲　

安
然
（
チ
ョ
　
ア
ン
ゼ
ン
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

専
攻
領
域
　
　
国
際
私
法


